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݅ͷ੍ԽͳͲʣۈԉɺࢧ
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ɹࠤ౻͞Μɺೖࣾͯ̏͠ Ͱ͋Γɺओʹۀ࢈ഇغཧථʢϚχϑΣετʣͷ࡞ͱࣾһͷ໊࡞ͷۀΛͯͬߦい
Δɻͱͱࢪཧؔͷࢿ ɾ͕֨͋ݧܦΓɺޙࠓͦ͏いͬͨͷ৬Λ୲͏͜ͱݕ౼͞ΕͯいΔɻ
ɹࢹࡥڱʹΑΓࣗಈंͷӡస͕Ͱ͖ͳいͨΊɺ௨ۈͷόεؒ࣌ʹ合わせͨۈؒ࣌ͷઃఆͱい͏ྀ͕ͳ͞ΕͯいΔɻ

ɹ͞Μ͕ۈ͢Δ࣡ಓބ౦෦ড়ԽηϯλʔɺদٴࢢߐͼۙྡͷՈఉۀࣄॴ͔Βग़ΔԼਫΛড়Խͯࣗ͠વʹؐ
Λ୲ͬͯいΔɻۀいɺ͞ΜͦͷิॿతߦΛࠪݕઃͰ͋Δɻ̐ਓͷνʔϜͰਫ࣭ࢪΔ͢ݩ
ɹ͞Μ͕ೖࣾͨ̔͠ ΄Ͳલɺ๏ఆޏ༻ʹୡͯ͠おΒͣɺ͜ ΕΛॆ͢ΔͨΊʹެੑڞͷڧいಉηϯλʔͰड
͚ೖΕΔ͜ͱͱͳͬͨɻ

ɹ͞Μͷ ̍ɺ·ͣɺ࠾ਫͱ֤छػցͷిݯΛೖΕΔͱいͬͨ४උ͔ۀ࡞Β࢝·Δɻ࠾ਫɺ
���̼΄ͲΕͨ֎ͷઃඋ͔Βɺલ͔Βཷ·ͬͨ�Ὑ΄ͲͷॲཧਫΛӡΜͰ͘Δɻ࣍ʹɺਫ࣭ࠪݕ
ͷͨΊɺϏʔΧʔʹηοτ͢ΔᖤࢴΛ࡞ΓɺϏʔΧʔʹ࿙ేΛૠ͠ɺᖤࢴΛηοτͯ͠ɺి ಋ̥̝ 
Λଌఆ͢Δɻ͞ ·͟·ͳॲཧஈ֊ͷݕମΛଌఆ͠ɺͦ ͷΛࢴʹॻ͖ࣸ͢ۀ࡞Ͱ͋

Δɻޒࣺ࢛ೖͷѻい͕͠いɻ͞ Βʹɺલടྔۀ࡞ͱい͏ɺ̨ ʢ̨ු༡࣭ʣΛਤΔͨΊʹࣄલʹᖤࢴͷ
ॏ͞ΛଌΔ͕͋ۀ࡞Δɻઐ༻ͷᖤࢴΛϐϯηοτͰిػടʹせɺॏྔͱύιίϯʹදࣔ͞ΕΔ൪߸Λ
֬ೝ͠ɺᖤࢴΛऔΓग़͠ΞϧϛϗΠϧʹڬΜͰอ͢Δɺͱい͏ྲྀΕͰ͋Δɻఔ͕ෳࡶͰɺ͠い࡞
Ͱ͋Δɻۀ
ɹͦͯ͠ɺϙϦළɺϏʔΧʔɺݧࢼث۩શൠͷચড়ۀ࡞ͱਗ਼Ͱ͋Δɻચড়ͱいͬͯɺݕମΛࣺͯΔɺ͢ ͙͢ɺચড়
ճ͕ͦΕͧΕͰҟͳΔɻؒ࣌ͷछྨଟいͨΊɺ۩ثఔ͕͋ΓɺΔɺͱい͏͚͔ʹػ૩סΔɺ͚͔ʹػ
ɹ৬ͷग़ɾ֦ େʹͨͬͯɺҬোऀ৬ۀηϯλʔʹ৬ͷੳΛґཔ͠ɺ͠いۀ࡞δϣϒίʔνͷྗڠΛ
ಘͯϚχϡΞϧΛ࡞ͯ͠ରԠͨ͠ɻ
ɹ͞Μͷೖࣾޙɺચড়ۀ࡞ͱਗ਼͚ͩͰ͕͋ͬͨɺࢦಋऀͷ͞ڮߴΜᐌ ʮ͘ਅ໘ʹίπίπऔΓΜͰい
Δʯɺʮ͔ͮؾΕʹ͘いΑ͏ɺগͣͭ͠ࣄΛ૿ͯ͠いͬͨʯɺʮ৬ͷงғ໌͕ؾΔ͘ͳͬͨʯͱͷ͜ͱͰ͋Δɻ
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ー 製造業（電気機械器具製造業）

一
代表取締役社長

板垣政則さん
事業所として障害者の雇用率を達成しなければならないと考えていま

す。ただし、顧客のニーズの変化に対応して業務内容も常に変更すること

になるため、職務とのマッチングは難しく、通常の採用活動では採用にこ

ぎつけることが難しいのです。ハローワークの担当者に当社の業務内容を見学して理解してもらうこと

で、合う方を紹介してもらいました。それでも、本人の特性と作業環境が合わす離職となってしまったことも

ありままただ、私は、兄弟が経営する特例子会社で障害者が働く姿を見て知っていることもあり、やってみ

なければ仕事が合うかどうかの判断はできないこと、そして、職務は探せばあると考えて取り組んでいます。

障害者雇用を継続するためには、変化していく職務内容とのマッチングが今後も課題ですが、障害の

ある方の雇用に取り組むことはその時々の状況を見る目を養うことができ、部下を育てるための接し

方や対応を学ぶこととなり、結果的に人材育成スキルを身につける契機となったと考えています。

職務内容と工夫

マニュアルを作成し職務を習得

Aさんは、回収されたリサイクル用電子部品の分解、清掃、消耗部品・破損部品の交換、組

立作業等に従事している。Aさんの職務内容習得のために、現場担当者の吉泉さんは、詳

細な写真や図解を多用した「Aさんの専用マニュアル」を作成した。専用マニュアルは、使用

する工具の使い方（持ち方、角度、動かし方等）、検品の確認ポイント、作業のコツなども矢

印や番号を使って写真に書き込んでいる。製品の仕上がり状態に迷い、考えこんでしまっ

た際にも、良品・不良品の双方の例をマニュアルで明示した。

この取組により、Aさんの仕事ぶりは不良品の発生率ほぽ0%。ミスが発生するかもし

れないという不安は専用のマニュアルで解消され、判断に迷った時の停滞もなくなった。

自漂エ数早見表

目標を可視化し作業スピードを向上

作業スピード向上のためには、作業工

程を3つに区切り、区分ことの目標値を

設定した「目標個数早見表」を作成した。

Aさんの所要時間を計測、記録するこ

とにより、結果を可視化した。作業効率

は他の従業員と同等のレベルに達する

時もある。

番号 ① ② 

五 門 10f固 20侶l

①~R 4 

目漂完了時間 4 

⑦～⑪ 10 

目漂完了時閻 14 

⑫～⑮ 7 

目漂完了時閲 21 

合 St 21 

記入例

日付

1箱1固叡

工程

①溝掃 (1周＋四隅をすばやく）

②ツメ確認→白い箱 (A) に入れる

③タイラップをニッパでカッ トする

8 

8 

20 

28 

14 

42 

42 

④赤線キズ確認→白い箱 CB)に入れる

③ ④ ⑤ 

30恒l 40I固 50個

12 16 20 

12 16 20 

30 40 50 

42 56 70 

21 36 35 

63 92 105 

63 92 105 

8/1818/1918/191 / 

10 I 35 I 50 

① l ④ | ＠ 

一日の最後の箱が

途中で終わったら

線を書く



ɹޏ༻ॳɺൃ ୡোͷ͜ͱ͋·ΓΒͣɺԿނͰ͖ͳいͷ͔ͱͷࢥい͋Γ·͕ͨ͠ɺϚ
χϡΞϧΛݟͳ͕Βͷ܁Γฦ͠ͷࢦಋɺҙྗ͕͚ܽͨͱ͖ͷ͔͚ͷॏཁੑɺදݱͷํɺো
ͱ͢Δͱ͖ͷϙΠϯτΛΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻऀͷλΠϓͳͲো
ɹ"͞Μ͕҆ఆͯ͠ࣄΛ͏ߦ·Ͱʹɺ͖ Ίͷ͔ࡉいࢦಋ͕ඞཁͰ͕ͨ͠δϣϒίʔνͱ࿈ܞ
ͨ͜͠ͱ͕ޭΛͨ͠ͱࢥい·͢ɻ༨༟͕ͳいதͰͷࢦಋͰ͕ͨ͠ɺݱͷಉ྅ͷϑΥϩʔ͕
͋ͬͨ͜ͱɺۀͱͷόϥϯε͕औΕͨ͜ͱɺোͷͳいࣾһͷͨΊͷϚχϡΞϧ࡞ʹߟࢀ
ʹͳΓษڧʹͳͬͨ͜ͱ͕ྑ͔ͬͨͱࢥい·͢ɻ

ɹਆொిࢠʹೖࣾͯ͠��͔݄ʹͳΓ·͢ɻਖ਼ࣾһͰ͋Δ͜ͱɺϑϧλΠϜۈͰ͋Δ͜ͱɺۀ࡞༰͕෦ͷཱͬͩۀ࡞
ͨ͜ͱ͔ΒԠื͠ɺτϥΠΞϧޏ༻Ͱࣗʹ合ͬͯいΔͱࢥい·ͨ͠ɻೖࣾॳɺཱۀ࡞Ͱ͕ͨ͠ɺࠓɺΠϯΫϦϘϯͷ
Δ͜ͱେมͰ͕͢ɺҰͭͻͱ͕มԽ͢Δɺ͕ࣄΑΓ͘͠ͳΓ·ͨ͠ɻۀ࡞ͷ࣌ɺ෦ͷృͳͲʹมわΓɺೖࣾަ
࣮ͭ֬ʹͰ͖Δ͜ͱͰΓ͕いΛͯ͡ײい·͢ɻ༩͑ΒΕͨۀ࡞ʹूதͯ͠ɺਖ਼֬ʹɺ̓ ఆͨ͠ࣄΛͨ͠いͱͯͬࢥい·͢ɻ
ɹೖࣾͯ͠ྑ͔ͬͨ͜ͱɺՆͷೲྋձʹࢀՃָ͔ͯͬͨ͜͠͠ͱͰ͢ɻձࣾͷࢀʹࣄߦՃͰ͖ɺ৬ͷҰһͰ͋Δ͜ͱΛڧ
ɻͨ͜͠·͡ײ͘ ͷձࣾʹब৬ͯ͠ྑ͔ͬͨͱࢥい·͢ɻ



ि�ճͷϛʔςΟϯά
ɹຖि༵ۚɺݱ୲ͷ՝͕:͞Μ͔ΒϚϯπʔϚϯͰ��ʙؒ࣌�ΛฉいͯいΔɻຊਓ͕ฉいͯ΄͠
い෦Λ͜ͷϛʔςΟϯάͰҾ͖ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ࣍िͷࣄͷਐΊํɺମௐɺༀͷޮ͖۩合ɺϓϥΠϕʔτ
ؚΊɺ:͞Μ՝ʹ͔͘ࡉͯ͠いΔɻ

ɹ:͞ΜϗʔϜϖʔδͷίϯςϯπߋ৽ɺຊࣾࣾࢧͷύιίϯͷثػཧɺձࣾ৽ฉ
ʮΞΠɾΤΠνɾδΣΠʠϓϥεʠʯͷݪҊͷ࡞ɺཧຊ෦ͷ෯いࣄΛ୲ͯ͠い
Δɻೲ͘͠ݫ͕ظͳ͘ɺϚΠϖʔεͰͰ͖Δɻۈؒ࣌ʹͭいͯॳɺϋϩʔϫʔΫͷٻਓ
�����ʙ�����͕ͩͬͨɺேྱʹࢀՃͨ͠いͱい͏ຊਓͷرʹԊͬͯ����ʙ�����ʹม
Λ͑ͯいڥʹ͢ΔͳͲɺಇ͖͢いۈ࣌�����·Ͱͷʹ࣌ɻମௐ͕͙͢Εͳいߋ
Δɻ

ɾௐߋͷมؒ࣌ۈ



੮ͷྀ࠲
ɹ:͞Μ͕҆৺Ͱ͖ΔΑ͏ɺ:͞Μͷ࠲੮ݱ୲ͷ՝՝ཧͷۙ͘ʹஔɻ
ʮྡʹͯͬ࠲いΔͷͰɺຊਓ͕ࣄதʹख͕ࢭ·ͬͯいͨΓɺख͕͑ͯいͨΓ͢Δ
ͱɺঢ়گΛΈͯΛ͔͚ΔΑ͏ʹͯ͠い·͢ɻ੮͕ۙいͷͰɺຊਓͷମௐݟΕわ͔
Γ·͢ɻʯʢࣸਅݱ୲ऀ��খാ�࣮ࢠ՝ʣ

ɹোޏऀ༻ʹͨͬͯɺ୲ۀΛຊਓͷलͰͯいΔʹಛԽ͠ɺదͳࣔࢦΛ͢

ΕྑいՌ͕ग़Δͱͯ͑ߟい·͢ɻ

ɹࣔࢦʹͨͬͯɺʮ͋Εͬͯおいͯʯʮ͋ΕͲ͏ͳͬͨ ʯͱいͬͨᐆດͳݴ༿͑߇

ͯい·͕͢ɺͦ Εଞͷࣾһʹରͯ͠ಉ͜͡ͱͰ͢ɻ

ɹ:͞Μࣗݾද͕ۤݱखͰ͕͢ɺྗ͕͘ߴɺΑ͘ࣄΛͯ͘͠ΕΔͷͰձࣾͱͯ͠ຊʹ

ॿ͔ͬͯい·͢ɻ

ɹ݄ʹ�ճɺҬোऀ৬ۀηϯλʔͷํϋϩʔϫʔΫͷํ͕໘ձͯ͘͠Ε·͢ɻ͜ ͷ໘ձͰ

ɺೖࣾલ͔Βࣗͷ͜ͱΛͬͯ͘ΕͯいΔํʑ͕ɺೖࣾޙͷࣗͷঢ়گΛͯ͘ݟΕΔͷͰෆ

͕҆わΒ͗·͢ɻ

ɹपғͷํʑʹຊʹΑͯ͘͠いͨͩいͯい·͢ɻ

ɹձࣾࣄΛせͯ͘ΕΔͷͰɺͬͱ࣭Λ্͛ͯޙࠓ͜ͷࣄΛଓ͚ͯい͖ͨいͱͬࢥ

ͯい·͢ɻ

ि�ճͷϛʔςΟϯά
ɹຖि༵ۚɺݱ୲ͷ՝͕:͞Μ͔ΒϚϯπʔϚϯͰ��ʙؒ࣌�ΛฉいͯいΔɻຊਓ͕ฉいͯ΄͠
い෦Λ͜ͷϛʔςΟϯάͰҾ͖ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ࣍िͷࣄͷਐΊํɺମௐɺༀͷޮ͖۩合ɺϓϥΠϕʔτ
ؚΊɺ:͞Μ՝ʹ͔͘ࡉͯ͠いΔɻ

ɹ:͞ΜϗʔϜϖʔδͷίϯςϯπߋ৽ɺຊࣾࣾࢧͷύιίϯͷثػཧɺձࣾ৽ฉ
ʮΞΠɾΤΠνɾδΣΠʠϓϥεʠʯͷݪҊͷ࡞ɺཧຊ෦ͷ෯いࣄΛ୲ͯ͠い
Δɻೲ͘͠ݫ͕ظͳ͘ɺϚΠϖʔεͰͰ͖Δɻۈؒ࣌ʹͭいͯॳɺϋϩʔϫʔΫͷٻਓ
�����ʙ�����͕ͩͬͨɺேྱʹࢀՃͨ͠いͱい͏ຊਓͷرʹԊͬͯ����ʙ�����ʹม
Λ͑ͯいڥʹ͢ΔͳͲɺಇ͖͢いۈ࣌�����·Ͱͷʹ࣌ɻମௐ͕͙͢Εͳいߋ
Δɻ

ɾௐߋͷมؒ࣌ۈ



ー 情報通信業（情報サービス業）

一
代表取締役

渡邊治彦さん
当社は1999年に親会社から分社化した経緯があります。独立した以

上、雇用率を達成したいと考え、当時ハローワークやNPO法人などに相

談しながら障害者雇用に取り組み、現在3人を雇用しています。企業として障害者の職務選定には悩みま

すし、長く雇用するためには周囲の従業員の理解を継続的に求めていく必要を感じています。

当社では、障害者を雇用することによって社内のコミュニケーションが増えました。また、外国籍の方

の雇用への理解など、多様な働き方を受け入れる社風となってきました。

障害者雇用について、‘‘理念”や“法定雇用率’'だけを契機とした取組ではいけないと考えています。

職務のマッチングは難しいですが、彼らを戦力として受け入れることが重要です。現在は、IT技術も進

み障害特性による課題をサポートできる環境や雇用を支援してもらえる制度があるのですから、それ

らを積極的に活用すると良いと考えています。

職務内容と工夫

できる職務を積み重ねてキャリアアップを図る

勤続13年目の内野さんは視覚障害者。会社として初めて受け入れる障害で不安もある中、内野さんのスキルや

意欲に応じた職務内容をその都度検討しマッチングを行い、さらにはキャリアアップを図っている。

(1)障害者トライアル雇用(3か月）活用時の職務

総務部に所属。2~3週間すつ社内の各部署を体験しながら、資料・議事録の作成、雷話応対、受発注の管理などの職務を主担

当について補助的に担った。当初は慣れないIT用語なともあったため、業務遂行には時間を要したとのこと。

(2)総務部の職務

内野さんは中途での受障で、前職では営業の経験があった。それを活かせる職務は何かを検討

し、購買関係の職務を設定。物品等の見積りを取得し、業者を決定し、発注する職務を、介助者と

ともに担当した。

その後、営業支援業務を担当。顧客向け資料の発送、顧客との電話によるやり取りの他、事業

部門の収支資料のチェック等の職務を担当。6年目にはチーフに昇格。

(3)事業本部の職務

内野さんのスキルアップ希望もあり、勤続8年目に事業本部へ異動。顧客に対する見積作成等の営業支援業務の他、請求書発行

システムのデータを管理し他の従業員の誤りを指摘し修正を指示する役割も担っている。11年目にサブプロデューサーに昇格。

戦力となって活躍してもらうために雇用支援制度を活用

内野さんのスキルを活かすために障害者雇用を支援する様々な制度を活用し戦力化を図っている。

(1)職務とマッチングを図るために就労支援機器を整備

内野さんは、視力0.01で水中を歩いているような見え方である。慣れにより通勤や社内の移動

に大きな問題はないものの、見積り作成やデータ管理業務には必須のワープロソフトや表計算

ソフト等の使用には、視覚障害者用の就労支援機器が不可欠であった。

そのため、採用当初に「視覚障害者向けノート型パソコン」「パソコン接続型カラー拡大読書器」「卓上型

カラー拡大読書器」を借り入れ（約1年）、後に作業施設設置等助成金を活用して就労支援機器を購入した。



ɹࣾͰಇ͖࢝Ί͔ͯΒɺ��ʹͳΓ·͢ɻ৬Λशಘ͢Δ͝ͱʹɺձ͕ࣾ৬ҬΛ֦͛ͯ͘Ε·͠

ͨɻোͷ༗ແʹؔͳ͘ରʹࣄΛせͯΒ͑ΔͷͰɺ৬ͷҰһͰ͋Δͱ࣮ͯ͠ײい·

͢ɻ·ͨɺपғͷํ͕݉ؾͶͳͯ͘͘͠ΕΔͨΊɺ৬Ͱͷૄ֎ײશ͋͘Γ·せΜɻޙࠓɺٻ

ΊΒΕΔׂʹରͯ͠ੵۃతʹऔΓΜͰい͖ͨいͱͯ͑ߟい·͢ɻ



ɹোͷ͋Δैۀһʹର͢Δ৬ઃఆʮͰ͖Δ͜ͱΛせΔʯํ ͰͯͬߦいΔɻোಛੑΛ֬ೝͯ͠৬
Λݕ౼͢ΔͷͰͳ͘ɺগ͠ͰͰ͖ͦ͏Ͱ͋Ε͠ࢼʹऔΓ·せͯݕ౼ͯ͠いΔɻ͜ ͷํ๏ͷϕʔεʹ
ɺै һຊਓ͕அͰ͖ΔΑ͏ʹɺࣾۀ ͷϧʔϧͱ͠ ʮͯۤखͳ͜ͱΒͳいʯ͜ ͱ͕໌֬ʹઃఆ͞Εɺ
༗͞ΕͯいΔ͜ͱʹΑΔɻڞ

ɹ۩ମతʹɺਫ਼ਆোͷ͋Δ"͞Μ4&ͱͯ͠ͷલ৬ͷεΩϧΛੜ͔ͯ͠ϓϩ
άϥϛϯάͷ࣮ݱ෦ͷγεςϜ։ൃΛ୲ͱͯ͠いΔɻҰൠతͳ4&ͷ৬༰
ʹɺ٬͔ސΒͷχʔζΛѲ͠جຊઃܭΛఏҊ͢Δఔؚ͕·ΕΔ͕ɺ"͞Μ
͕ۤखͱ͢Δ٬ސରԠ෦ͷఔ୲͠ͳい͜ͱͰɺ"͞ΜͷεΩϧ͕ൃشͰ
͖ΔΑ͏ͳ৬ͱͳΓɺܧଓۈ͕ՄͱͳͬͯいΔɻ

ɹ·ͨɺൃ ୡোͷ͋ΔӜా͞ΜϗʔϜϖʔδͷσβΠϯΛ୲ɻೖࣾࢼʹޙ
࣌�͔Βۈؒ࣌�ॳͷ༺࠾いͯいΔ৬ͷ୲ͱͳΓɺͰ্ͨ͠ݧܦʹ͠
ΛԆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ৬༰֦େͭͭ͋͠Δɻؒ࣌ۀबۈؒ



ɹंい͢Λ༻͢Δମোͷैۀһʹରͯ͠εϩʔϓͷઃஔࣄॴ
υΞͷҾށͷมߋόϦΞϑϦʔԽͷऔͷଞɺମௐ௨ӃͷରԠ
ͱͯ͠ࡏۈۈ੍ؒ࣌ͷब੍ۀ໘ͷඋʹऔΓΜͰ
いΔɻ
ɹ͜Εɺै һ͕࿑ಇ݅Ͱ問Λ๊͑ͨ合ʹɺ৬શମͷ問ͱۀ
ଊ͑ͯबنۀଇͷվఆʹө͖ͯͨ݁͠Ռͱͷ͜ͱɻ
ɹࡏݱɺඋ͞ΕͯいΔۈ੍࣍ͷͱおΓɻ
ɹ"͞Μɺۈؒ࣌�ͷͱ͜ΖΛຖؒ࣌�աͷۈͱ͠ɺ�ۈͨ࣌͠Ͱ�	ؒ࣌�
࿑ܗՋͱ͢Δมٳ
ಇ੍ؒ࣌Λ׆༻ͯ͠いΔɻ͜ ΕʹΑΓɺฏͷ௨ӃٳཆΛͱΔ͜ͱ͕ՄʹͳͬͯいΔɻ

ʹྀͨ͠ϧʔϧͮ͘Γࣄͭ࣋ʑ͕ݸһͷۀै

ɹোͷ͋Δैۀһʹର͢Δ৬ઃఆʮͰ͖Δ͜ͱΛせΔʯํ ͰͯͬߦいΔɻোಛੑΛ֬ೝͯ͠৬
Λݕ౼͢ΔͷͰͳ͘ɺগ͠ͰͰ͖ͦ͏Ͱ͋Ε͠ࢼʹऔΓ·せͯݕ౼ͯ͠いΔɻ͜ ͷํ๏ͷϕʔεʹ
ɺै һຊਓ͕அͰ͖ΔΑ͏ʹɺࣾۀ ͷϧʔϧͱ͠ ʮͯۤखͳ͜ͱΒͳいʯ͜ ͱ͕໌֬ʹઃఆ͞Εɺ
༗͞ΕͯいΔ͜ͱʹΑΔɻڞ

ɹ۩ମతʹɺਫ਼ਆোͷ͋Δ"͞Μ4&ͱͯ͠ͷલ৬ͷεΩϧΛੜ͔ͯ͠ϓϩ
άϥϛϯάͷ࣮ݱ෦ͷγεςϜ։ൃΛ୲ͱͯ͠いΔɻҰൠతͳ4&ͷ৬༰
ʹɺ٬͔ސΒͷχʔζΛѲ͠جຊઃܭΛఏҊ͢Δఔؚ͕·ΕΔ͕ɺ"͞Μ
͕ۤखͱ͢Δ٬ސରԠ෦ͷఔ୲͠ͳい͜ͱͰɺ"͞ΜͷεΩϧ͕ൃشͰ
͖ΔΑ͏ͳ৬ͱͳΓɺܧଓۈ͕ՄͱͳͬͯいΔɻ

ɹ·ͨɺൃ ୡোͷ͋ΔӜా͞ΜϗʔϜϖʔδͷσβΠϯΛ୲ɻೖࣾࢼʹޙ
࣌�͔Βۈؒ࣌�ॳͷ༺࠾いͯいΔ৬ͷ୲ͱͳΓɺͰ্ͨ͠ݧܦʹ͠
ΛԆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ৬༰֦େͭͭ͋͠Δɻؒ࣌ۀबۈؒ



匿□置 情報通信業（映像音声・文字情報制作業）

一
代表取締役社長

林浩史さん
米国勤務の経験から、社会ルールの遵守は当然との考えがあります

し、報道機関の使命としても社会的弱者が活躍できる場所を社会に広

める役割があると思っています。それには自らの実体験として障害者

を雇用する必要があります。障害のある従業員には現在、記事のデジタ

ルデータ化の職務を担ってもらっています。この職務は定型的なもの

ですが、限定するものではないので、次のステップとして他部署への異動

もあると思います。ただし、我々新聞業界は販売部数の減少という課題があって、雇用確保のためには生

産性のアップを求められています。

障害者雇用のためには、障害者の方々を身近に感じることがすこく重要だと思います。彼らがどのよ

うに考えるのかをコミュニケーションを通じて理解し、皆が幸せになるための社会の実現、誰もが働く

ことが当たり前になるための取組が大切です。

職務内容と工夫

担当職務の設定（柳澤さん）

紙媒体なとで保存されている過去の記事等をデジタルアーカイブ化する部門を設置。

現在は障害のある社員5人を含む全7人体制で職務を担当している。職務内容は、当日紙 — 

面及び過去紙面のデジタルデータ入力と入力記事の整形。

広汎性発達障害のある柳澤基さんは、データ入力や写真の加工作業を主業務としてい

る。柳澤さんの作業遂行スピードや正確さは優れており、職場で培った技能を競う「アピリ

ンピック北海道大会」のバソコンデータ入力部門で最優秀賞を2度受賞した経歴もある。

担当職務を障害のある従業員とともに検討(Aさん）

発達障害のあるAさんは、営業マンとして在籍していた広告部門では時間管理が苦手

で、渉外に苦労することが重なったため、異動となり勤務している。異動に伴い正社員か

らパートタイム社員へと勤務形態の変更があったものの、Aさんの特性に合った職務内

容について会社と話し合いを重ね検討した。

現在の職務はタイトな期限設定が少なく、顧客への対応もなくなったことからAさん ， 
にとって仕事をしやすい藁境になっている。異動後1年半が経過し、社内報の編集や

データベースの作業を支援するプログラム作成など職務が拡大している。



ɹձ͕ࣾোޏऀ༻ʹऔΓΜͩޙʹ୲ऀͱͳΓ·ͨ͠ɻোͷ͋Δै

ʑͰͰ͖Δ͜ͱΛ͢Δͱい͏ର࣌һʹͱͬͯಇ͖ʹ͘い問͕ൃੜͨ͠ۀ

ԠͰɺࣾ ͷγεςϜ੍ͮ͘Γޙ͚ͩͱͯ͑ߟい·͢ɻ

ɹࡏݱɺཱ���पʹ͚ͨ৬͕ϝΠϯͰ͕͢ɺޙࠓ࿑૯

ɺॸܥͷ৬Λ࡞Γग़せΔͱͯ͑ߟい·͢ɻ

ɹݱ෦ॺʹҟಈʹͳΔલΈ·ͨ͠ɻͨ ͩɺͲΜͳબ͕ࣗʹͱͬͯΑΓྑいͷ͔ਓࣄͱ͠合

いͳ͕ΒܾΊͯい·͢ɻࡏݱɺۈؒ࣌ʹରਓؔʹؔ͢Δ֎෦ݚमͷडߨΛೝΊͯΒͬͯい·
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ー 卸売業・小売業（飲食料品卸売業）

代表取締役社長

一 森下義弘さん

当社は、以前は青果物を扱う選果場でした。選果場は年間を通して仕

事を安定的に確保することが難しく、パート職員の離職が多かったの

ですが、特例子会社を設立したことで、法定雇用率の達成だけでなく、

作業環境の整備と安定的な雇用の確保が可能となりました。

青果物を扱う市場は気性の荒い人が多いため、当初は障害のある人がやっていけるか心配したこと

もありましたが、皆、まじめで素直なので、今では農家の方々からとても喜ばれています。

プレッシャーにならない程度に仕事を任せていきたいと思っています。本人の不安を軽減すること

が大切なので、一人ひとりの状況をこまめに聞くようにしています。

年1回のボウリング、グランドゴルフ、カラオケ大会などには皆、積極的に参加してくれます。食堂では

障害のある社員も障害のない社員も一緒に食事をとり、日々、特にお互いを意識せすに仕事をしていま

す。おかげで、今は会社に活気があります。

職務内容と工夫

仕事の切り出しはせす、既存の業務の中で

本人ができることを担当してもらう

岡本さんは、なす加

工部門のリーダーに昇

格した。作業の進行を

見ながら原料や箱、袋

などを供給o同時に終

わったところを片づ

け、作業が終わると明

日の準備をする。まさ

に目配り、気配りの岡

本さんだからできる業

務である。 ， むの舌奪横む場合と．3紐積みで積むとさがある．
↓三99積3

す

本人の強みや長所を見極め、

職域を拡大

障害のある社員に

は、障害特性に関わら

す様々な業務をやっ

てもらいながら、キャ

リアアップを図ってい

る。

選果の業務を担当

していた松村さんは、トラックの運転もできたので、

2年目以降は集荷も担当している。その後、フォーク

リフトの免許を取得してさらに職域が拡大o今は症

状も安定し、嘱託社員に昇格。集荷業務の準責任者

を務めている。



①職務の切り出しをせす、適材適所に配置

②本人の強みを見極めながら徐々に職域を拡大

管理部長・生活相談員

田原昌昭さん

朝礼で話をしたり、社員と

個別に話をしたりして1~2年

間かけて障害者雇用を浸透

させていきました。

社内理解を得ることは非常

に大切だと考えています。1年かけて仕事を覚える人

もいれば3年かけて覚える人もいます。早急に結果を

出すことを考えま配慮と思いやりをもって取り組ん

でいきたいと思っています。

勤続5年目 岡本友揮さん

選果とコンテナ積みを担当

しています。今の仕事は結構

楽しいです。体調も良く、これ

からもこの仕事を続けていき

たいと思っています。

ジョブコーチ支援

主任・ジョブコーチ・産業カウンセラー

田中 自子さん

就業時間を柔軟に設定し、体

調管理を個別に行っています。

当初は本人がどの仕事がで

きるのか、どこまでできるのか

がわからす手探り状態でした

が、本人が困ったことを把握し、課題があれば随時話し

合し＼支援機関や家族と連携して対応しています。

本人の強みや長所を認め、本人を受け入れる雰囲気

をつくることが大切だと思っています。

勤続9年目 松村透さん

当初はこんなに長く働けると

は思っていなかったので、ありが

たいと思っています。体調が良

し1時も悪い時も、いつでも上司

に相談することができ、とても

助かっています。今後も安定して

働いていきたいと思っています。

ハローワーク、地域障害者職業センター、

障害者就業・生活支援センター、
各種訓練校、特別支援学校

「法人データ ~ 
____, 
●●●● 

I I西九州ハートフルサービス株式会社

●所在地……………熊本県熊本市

●従業員数………… 61人

●障害者雇用者数… 23人

●障害種別…………身体障害、知的障害、精神障害

●事業内容…………農産物の選果及び加工



ー 不動産・物品賃貸業（不動産取引業）

一
副社長

若林剛さん
今から10年前のこと、ハローワークから障害者雇用の相談を受けたの

がきっかけで具体的な取組を始めました。「企業の社会的責任」、「法令遵

守」などの世の中の流れ、今後の会社のあり方を考えたとき弊社社長よ

り「すぐに障害者雇用に取り掛かるように。」と会社として推進するように指示がありました。しかし、現

場の反応は否定的で社内では「どうして精神障害者の雇用なのか。」との反応でした。実際に教育をす

る担当者達にはそれぞれ戸惑いがあったようです。障害者の中には、突然泣き出す人やいなくなってし

まう人、周りと調和がとれない人、その度に現場の担当者達は四苦八苦していたようです。その際に助

けていただいたのが地域の就労支援センターの方々です。精神障害者に対する沢山のノウハウや病気

の特性をよく知っているのでアドバイス等は大変参考になりました。精神障害者の方は職場（人）との

マッチン久教育担当者達の配慮があれば高い能力を発揮します。実際に業績向上にも繋がっていま

す。当社では精神障害のある社員を採用することで、社員、職場の雰囲気が変わったことを実感してい

ます。引き続き障害者雇用（職場定着）に取り組みたいと考えています。

職務内容と工夫

担当職務の設定(Aさん） 担当職務の設定(Bさん）

Aさんは入社5年目。入社当初は、説明のときに

使うパンフレットの準備、資料のマーカー処理な

との比較的簡易な作業に従事していたが、現在

は、保険見積書の作成、電話応対、書類の整理な

との職務に従事し、職務の広がりとともに、責任

も重くなるなど着実なキャリアアップを図ってい

る。

北見泰子さん

Bさんは入社2年6か月。入社当初は、説明資料の

準備（パンフレットのセット）、ファックスの送信など

比較的簡単な職務に従事していたが、現在は火災保

険のサポート、保険の見積書の作成、社員のスケ

ジュール管理、郵便物の集計などの職務に従事して

いる。職務の広がりとともに、自分のスキルを活かし

ながら職場の重要な一翼を担っている。

初めての障害者の採用で苦労しましたが、雇われる人も不慣れ、雇う人も不慣れ、いわば双

方不慣れの中では、最初から上手く行かないのが当然と今になって思います。

指導に際しては、幾つかのポイントがあると思います。一つ目は、地域の就労支援センターを積極的に活

用することです。特に、支援者に実際に職場を見てもらうことは、本人と職場とのマッチングに繋がります。

また、本人の状況を第三者の目で客観的に判断してもらうことで課題解決に役立ちます。二つ目は、

指導者が本人の「できる仕事」と「やりたいと思う仕事」を見極め、本人ができる仕事から始めること。

また、指導者の選任については、指導者自身の責任が過重にならないための配慮が大事だ

と思います。三つ目は、家族の協力を得ることです。体調が悪い場合や災害時の連絡など、家

族の協力が大事だと思います。



①ハローワークや就労支援センターとの連携により採用時のマッチングと
職場定着につなげる

②精神障害者の特性に配慮し能力を活かすことで業績も向上

当社の精神障害者雇用に対する考え方として、「トライアングル」の視点があります。それは、障害者一人を雇用するに

は、「会社」だけではなく、本人を取り巻く「支援センター（支援機関）」、「家族」の協力を得ることが職場定着を図る上で、

必要不可欠であるということです。

勤続5年目 Aさん

入社の時から比べて、仕事の幅も広くなりました。新しい仕事をするときには、不安もありますが、任せてもらえること

にありがたさとやりがいを感じています。

健康管理は、運動することです。続けられないかもと思ったときが何度もありますが、そんなときは、支援スタッフと相

談することで冷静、客観的になり、ハッと気づいたりします。人と話すことで頑張れると思うことが多く、会社の人が自然

に受け入れてくれる、理解してくれるから仕事が続けられると思っています。

勤続3年目 Bさん

入社の時より、仕事が難しくなっています。自分にできるかなとの不

安もありますが任せてもらうありがたさと信頼されている実感があり

ます。一日の中でも時間帯や天候の変化なとで不安定になったりするの

で安定するような働き方ができたらと思っています。

考え過ぎると、体調を崩すので、定期的に支援スタッフと相談したり、

Aさんと相談したりしています。体調管理のために、睡眠をしっかり取

るようにしています。「休みを取っていますか？」などの同僚の声かけに

助けられているとの安心感があります。いつも不安がありますが、「大

丈夫？」と聞いてくれる先輩達がいることで仕事が続けられています。

トライアル雇用、ジョブコーチ支援

「法人データ ~ 

1朝日土地建物株式会社

● 所在地…………••東京都町田市

●従業員数………… 285人

●障害者雇用者数… 5人

●障害種別…………精神障害

ハローワーク、
障害者就業・生活支援センター、
地域障害者職業センター

●事業内容…………不動産仲介業（主に販売業務）、一般顧客に新築物

件・中古物件•土地紹介
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ॻͷೖྗۀʹՃ͑ɺࡏݱɺ%7%֤छࢿྉͷൢ	डɺൃ ૹɺཧ
ࡒܭͷ΄͔ɺձۀ
ੳʹؔ͢Δࢿྉͷ࡞ิॿۀΛ͏ߦͳͲɺͦ ͷൣғʑ͕ͯͬいΔɻ
ɹҏ౻͞ΜΛؚΊͨ�ਓͷਫ਼ਆোऀͱɺϦʔμʔͷेՏ͞Μͷ�ਓͰνʔϜΛΜͰいΔɻࣾ 
ͷଞͷۀ๊͑ͯଟͳेՏ͞ΜʹわΓɺۙ࠷ҏ౻͞Μ͕αϒϦʔμʔతͳׂΛ୲͏
໘ग़͖ͯͨɻ
ɹҏ౻͞ΜΛؚΊɺಉࣾͰͷো͚ͨʹ༺ޏऀऔʹおいͯɺ࣍ͷΑ͏ͳΛͯͬߦいΔɻ

ɹͲ͏い͏৬Λো͚ऀʹΓग़
͔͢ϙΠϯτΛ໌֬ʹͯ͠いΔɻ۩ମ
తʹશࣾతʹܾٞͯ͠ఆ͢Δɻ

ɹ࠾༻·ͰͷϓϩηεΛ໌֬ʹ͠ɺ࣮
ફͯ͠いΔɻ

ޭ͢ΔͨΊͷίπ	ϙΠϯτ
Λ
͔Γ͘͢ੳͯ͠いΔɻ



ɹҏ౻͞Μͷ࠾༻ʹͨͬͯɺෆ͕҆େ͖͔ͬͨͷͰ͕͢ɺ͋ Ε͜ΕΉΑΓɺ·ͣߦ
ಈ͢Δ͜ͱ͕େͩࣄͱ͡ײ·ͨ͠ɻ
ɹ݁Ռతʹɺτοϓͷࢧԉ͋Γɺԁ࠾ʹ༻͕ਐΜͩͱࢥい·͢ɻ৬ͷΓग़͠શ
ࣾతʹٞͯ͠ߦい·ͨ͠ɻ
ɹҏ౻͞Μͷ࠾༻ͷϙΠϯτɺࣄͷਖ਼֬͞Ͱ͢ɻࠓͰࣄͷ෯͕ΓɺνʔϜ͚ͩ
Ͱͳ͘ձࣾશମ͔ΒཔΒΕΔଘࡏͰ͢ɻ
ɹ͜Ε͔Βࣗ৴Λ׆ͯͬ࣋༂ͯ͠΄͠いͱظͯ͠い·͢͠ɺ࠾༻૿ݕ౼ͯ͠い͖·͢ɻ

ɹձࣄܭॴͰͷࣄʹͭいͯい͚Δͷ͔ෆ͔҆ΓͰ͕ͨ͠ɺঃʑʹ׳Ε͖ͯͯɺଞͷਓ
Λͪ࣋ؾΔΑ͏ʹͳͬͨ͜ͱͰɺʹཱͬͯいΔ͚ͮؾʹΕΔ͜ͱɺଞͷਓͷϛεتʹ
ຯわ͏͜ͱग़͖ͯ·ͨ͠ɻࠓͰࣄ૿͑ͯॆ࣮ͯ͠い·͢ɻͬͱࣾͰ׆༂͢Δো
ΛऔΔ͜ͱΛඪ֨ࢿ૬ஊʹؔ͢Δۀਓͱͯ͠ɺ৬ݸい·͢͠ɺࢥΕいいͱ͑૿͕ऀ
ʹྗͯ͠い͖ͨいͰ͢ɻ

ɹࣾһಉ໊͕࢜αΠζͷΧʔυʹँײͷͪ࣋ؾΛهೖ
ͯ͠ɺݴ༿ʹΑͬͯ૬खʹ͑ΔΈɻ

ɹҏ౻͞Μɺೖࣾͯ͠�Ͱ͋Γɺೖࣾ࣌ʹ୲ͯ͠いͨ٬ސͷௐɺۚாɺܾ ࢉ
ॻͷೖྗۀʹՃ͑ɺࡏݱɺ%7%֤छࢿྉͷൢ	डɺൃ ૹɺཧ
ࡒܭͷ΄͔ɺձۀ
ੳʹؔ͢Δࢿྉͷ࡞ิॿۀΛ͏ߦͳͲɺͦ ͷൣғʑ͕ͯͬいΔɻ
ɹҏ౻͞ΜΛؚΊͨ�ਓͷਫ਼ਆোऀͱɺϦʔμʔͷेՏ͞Μͷ�ਓͰνʔϜΛΜͰいΔɻࣾ 
ͷଞͷۀ๊͑ͯଟͳेՏ͞ΜʹわΓɺۙ࠷ҏ౻͞Μ͕αϒϦʔμʔతͳׂΛ୲͏
໘ग़͖ͯͨɻ
ɹҏ౻͞ΜΛؚΊɺಉࣾͰͷো͚ͨʹ༺ޏऀऔʹおいͯɺ࣍ͷΑ͏ͳΛͯͬߦいΔɻ

ɹͲ͏い͏৬Λো͚ऀʹΓग़
͔͢ϙΠϯτΛ໌֬ʹͯ͠いΔɻ۩ମ
తʹશࣾతʹܾٞͯ͠ఆ͢Δɻ

ɹ࠾༻·ͰͷϓϩηεΛ໌֬ʹ͠ɺ࣮
ફͯ͠いΔɻ

ޭ͢ΔͨΊͷίπ	ϙΠϯτ
Λ
͔Γ͘͢ੳͯ͠いΔɻ



ϚϯπʔϚϯͰͷࢦಋɺසൟʹ͔͚
ɹোͷ͋Δ৬һ͚ͩͰͳ͘ɺશһʹରͯ͠ྱ
ّɾѫࡰɾࣾձৗࣝɾݫؒ࣌कʢ��લߦಈʣ
Λࢦಋͯ͠いΔɻোͷ͋Δ৬һʹରͯ͠ɺ
ྀ͢Δ͕ಛผѻい͠ͳいɻాӳೋ͞Μ
ͷ୲ۀؗਗ਼ɺτΠϨਗ਼ɻ͜ ͷྈʹ
དྷͯ��͕ܦաͨ͠ɻ

؆୯ͳۀ͔ΒऔΓΈɺ৬֦େ
ɹେߴঘ͞ࢠΜʢೖࣾ�ʣɺಛผࢧԉֶߍͰ
ਗ਼͔͠शͭͯいͳ͔͕ͬͨɺޙ༺࠾ྈ͞Μͷ
ͷԼͰௐཧิॿΛ୲ࣔࢦ
ͯ͠いΔɻؒ࣌Λ͔͚ͯ
शख़ͯ͠い͘͜ͱΛ͠ࢦ
ͯいΔɻʮָ͘͠ࣄΛ͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͯい·͢ʯͱ
ͷ͜ͱɻ

ɹӬতʔ͞Μɺ͜ ͷ
ྈʹ͖ͯ��͕ܦա͠
ͨɻ୲ۀמΓɺ
ؗਗ਼ɻʮ͜Ε͔Β
͜ͷྈͰɺࣄΛͯ͠い
͖ͨいʯ



ɹٳʹҰॹʹങいʹͨͬߦΓɺେࡕͷςʔϚύʔΫʹͨͬߦΓɺোͷ͋Δ৬һ

ͷ݁ࠗͷਓͬͨ͜ͱ͋Γ·͢ɻʮத్ͳ͜ͱ͠ͳいʯɺʮޙ࠷·Ͱ໘ΛΈ

Δʯͱい͏ͪ࣋ؾͰऔΓΜͰい·͢ɻ

ɹ͝Ոͱີۓʹ࿈ͯ͠ܞい·͢ɻ·ͨɺຊਓͷকདྷͷ͜ͱΛ͑ߟɺۚͰੜ׆Ͱ͖Δ

Α͏څ༩ɺஷۚɺࡁڞֶࢲɺอݥͷੈͯ͠い·͢ɻྈੜʹɺোͷ͋Δ৬һʹɺΈ

ͳʮฏʯΛ৺͕͚ɺੜ׆श׳ͷ͔ࡉい෦·Ͱશ෦ɺࢧԉͯ͠い·͢ɻྈͱい͏ͷۭ

い·͢ɻͯͬࢥͰいΔͷ͕Ұ൪いいͱࡏͷΑ͏ͳଘؾ

ɹྈੜͨͪɺোͷ͋Δ৬һͨͪͱຖɺ৸৯Λͱʹͯ͠い·͢ɻ࠷ॳ؆୯ͳࣄΛ

ͬͯΒい·͕͢ɺຊਓ͕ͯͬ࣋いΔྗΛɺ࠷େ͞شൃʹݶせͯ͋͛ͨいͱͯͬࢥऔΓ

ΜͰい·͢ɻʮわΓʯͱい͏ͪ࣋ؾͰऔΓΜͰい·͢ɻ

ɹඞཁͳ࣌ʹҙ͢Δ͜ͱ͋Γ·͕͢ɺຊਓͷসإΛݟΔͷ͕͏Ε͘͠ɺ্ खʹͰ͖ͨͱ

͖ɺʮͰ͖ͨΜʂʯͱͯͬݴҰॹʹتͼ·͢ɻܦ͕ؒ࣌ա͢Δͱशख़ͯ͠い͘ͷͩͱ͑ߟ

ͯい·͢ɻසൟʹΛ͔͚ɺʹग़͖ͯͬ͠Γͱ͑Δ͜ͱʹؾΛ͚ͭͯい·͢ɻ

ɹࣄָͬͯ͘͠い·͢ɻྈ͞Μ͞͠いͰ͢ɻٳ༑ୡͱҰॹʹ༡ΜͩΓ͠
ͯい·͢ɻ͜ ͷ··ɺ͜ ͜Ͱ͕Μͬͯい͖ͨいͰ͢ɻ

ϚϯπʔϚϯͰͷࢦಋɺසൟʹ͔͚
ɹোͷ͋Δ৬һ͚ͩͰͳ͘ɺશһʹରͯ͠ྱ
ّɾѫࡰɾࣾձৗࣝɾݫؒ࣌कʢ��લߦಈʣ
Λࢦಋͯ͠いΔɻোͷ͋Δ৬һʹରͯ͠ɺ
ྀ͢Δ͕ಛผѻい͠ͳいɻాӳೋ͞Μ
ͷ୲ۀؗਗ਼ɺτΠϨਗ਼ɻ͜ ͷྈʹ
དྷͯ��͕ܦաͨ͠ɻ

؆୯ͳۀ͔ΒऔΓΈɺ৬֦େ
ɹେߴঘ͞ࢠΜʢೖࣾ�ʣɺಛผࢧԉֶߍͰ
ਗ਼͔͠शͭͯいͳ͔͕ͬͨɺޙ༺࠾ྈ͞Μͷ
ͷԼͰௐཧิॿΛ୲ࣔࢦ
ͯ͠いΔɻؒ࣌Λ͔͚ͯ
शख़ͯ͠い͘͜ͱΛ͠ࢦ
ͯいΔɻʮָ͘͠ࣄΛ͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͯい·͢ʯͱ
ͷ͜ͱɻ

ɹӬতʔ͞Μɺ͜ ͷ
ྈʹ͖ͯ��͕ܦա͠
ͨɻ୲ۀמΓɺ
ؗਗ਼ɻʮ͜Ε͔Β
͜ͷྈͰɺࣄΛͯ͠い
͖ͨいʯ



量□置 教育・学習支援業（学校教育）

一
学園長

温湯勝相さん
当学園では当初、障害者雇用を積極的に進めようと考えていたわけで

はなく、12年ほど前に特定の経験を持った人材を募集したところ、それが

たまたま内部障害のある方であったということです。また、私も、当学園に転職した後の10年ほど前に内部

障害を発症しました。 2人とも、人工透析のため週3日通院する必要があり、その日は早めに勤務を終える

といった配慮がなされていますが、その他では障害があるからという特別な違いはありません。

教育業界では、少子化の影響で、特に地方では生徒の確保に苦戦しているところが多いように思いま

す。教員など特定の資格や経験を必要とする職種も多く、また、一人ひとりに割り当てられる分担も多

くなるので、小さい規模の学校では、障害者雇用が進みにくい環境にあると思いますが、職務・職責を

全うさえできれば、障害の有無は採用の基準に無関係です。その後の継続雇用についても、同様に全く

影響はありませんし、持てる能力を十分に発揮できると考えています。

職務内容と工夫

担当職務の設定等
Aさんは、鍼灸師科の教員として入職して12年目であり、8年前からは責任ある役職に就いている。

腎臓機能障害により人工透析のため通院して21年になるが、以前は特別支援学校で8年間ほど鍼灸関係の教員を

しており、当学園に転職する際には既に腎臓機能障害があった（その点は採用時に全く影響がなかった）。

当学園の鍼灸師科は、学科長を含め専任の教員が5人と教務事務員が1人の体制

であり（非常勤講師を除く）、国家試験合格率と進路決定率100％を目指して推進

するなと、カリキュラムの工夫・充実を図っている中で、Aさんは教員としての講義 ・已←

に加え、学生に対する補講や役職者としての業務も行っている。

Aさんは、現在、人工透析のため週3日自宅に近い病院に通っているが、Aさんの知

識や経験を最大限活かすために、Aさんの希望や体調を尊重した勤務条件が設定さ

れている。一方で、人工透析のない日には、特段の支障なく職務を遂行している。

通院・体調に配慮した勤務条件

●通院日は概ね15時半までの勤務 ●通院のない日はフルに講義、夜まで補講を行う場合あり

●実技に関する講義・指導は行わなし＼代わりに個別の補 ●学園内の諸会議は通院のない曜日に設定

講等を担当

定年後の継続雇用

当学園は、現在60歳定年制で、希望すれば65歳までの継続雇用制度があり、さらに継続して働くことができる。

温湯学園長については、50歳代に当学園に転職し、定年後の継続雇用で勤務している時に人工透析を受けるように

なったが、それからさらに10年ほと経過した現在も継続して学園長という重責を担っている。

このように、能力や意欲があれば、障害の有無や年齢に関わりなく働くことができる環境である。



ɹਓಁੳͷͨΊɺԿࣄ௨Ӄ͢Δ͜ͱΛ࣠ͱͨ͠ੜ׆ʹͳͬͯい·͢ɻֶ Ԃ͔ࣗΒࣗಈंͰ��ʙ��ఔͷڑͰ͕͢ɺ௨ͬ
ͯいΔපӃࣗͷ͙ۙ͘͢Ͱ͢ɻ௨ۈͷߴಓ࿏ྉۚࣗݾෛ୲ʹͳΓ·͕͢ɺোׂऀҾ͕ར༻Ͱ͖ɺ௨ӃͷͨΊʹ͜ͷํ๏
͕Αいͱͯ͑ߟい·͢ɻ
ɹि̏ ճͷಁੳͷ͋Δɺ࣌��·ͰͱૣΊʹۈΛऴ͑·͕͢ɺපӃ·ͰͷҠಈͱ̑ ͕͘ͳΔؼͷಁੳͰɺؒ࣌
合͕ଟ͘ͳΓ·͢ɻۈޕલ̔ Ͱɺಁ࢝։࣌ ੳͷཌேମௐ͕Α͘ͳいͷͰ௨ۈਏいͰ͕͢ɺޙޕʹճ෮͠ɺ༦ํҎ
߱ٯʹௐ͕ࢠΑ͘ͳΔ͜ͱ͕ଟ͘ͳΓ·͢ɻ
ɹ·ͨɺ௨Ӄ͠ͳいͷෛ୲͕େ͖͘ͳΔͷͰɺ݈ છϦײΛͬͯい·͢ɻΠϯϑϧΤϯβͷؾɾମௐཧʹे߁
εΫΛ͑ΔͨΊʹɺి ंόεͰͳࣗ͘ಈंͰ௨͠ۈ·͢͠ɺֶ ੜʹ༧ͳͲΛపఈͯ͠い·͢ɻֶ ੜʹɺ͏ Δ
͞い先ੜͱࢥわΕͯいΔͷͰͳいͰ͠ΐ͏͔ɻ
ɹମௐʹྀͯ͠ߟɺ௨Ӄͷཌேͷۈ։ؒ࣌࢝ΛΒせͨΓɺͷۈෛ୲Λܰͨ͘͠Γ͢Δ͜ͱɺֶ ԂఏҊͯ͘͠Ε
ͯい·͕͢ɺ໘ͯ͑ߟい·せΜɻମྗ͕ଓ͘ݶΓͰ͖Δ͚ͩ͘ࠓͱಉ͡ঢ়ଶͰۈΛଓ͚ͨいͱͯ͑ߟい·͢ɻ
ɹҎલಛผࢧԉֶߍͰۈͯ͠い·͕ͨ͠ɺ৬ͷੑ্࣭ɺํͷنͷখ͞ͳֶߍͰোޏऀ༻ΛਐΊΔͷɺਖ਼
͠い໘͕͋Δͱࢥい·͢ɻҰํͰɺྗ͑͋͞Εɺোͷ༗ແྸʹ͔͔わΒ͕ͣࣄͰ͖Δ໘͕͋Δͱࢥい·
͢ɻࠃՈݧࢼ合֨ਐ࿏ܾఆͳͲɺֶ Ԃͱͯ͠ͷߴいඪ͕͋ΓɺܦӦਞ͔ΒͷϓϨογϟʔ͋Γ·͕͢ɺࣗ ͔ͩ
ΒͰ͖Δͱい͏Γߕ൹ͱײΛͬͯࣄʹྟΜͰい·͢ɻ



ɹ$͞ΜʹͭいͯɺҎલ๚問ೖཋհޢͷ୲͕ͩͬͨ૬खํՈ�ਓ�ͰͷࣄʹετϨε͕ੜͨͨ͡
Ίɺࢪઃհޢͷ୲ʹஔ͑Λͨͬߦɻۈؒ࣌࣌����·Ͱʹॖ͠ɺຊਓͷମௐΛʹྀͯ͠いΔɻ

ɹ#͞Μͷ࠾༻ॳɺࢦಋऀ͕ࣔࢦ͔͘ࡉΛͯ͠い͕ͨɺؒ࣌ͷ۠Γ͝ͱʹ৬ΛݻఆԽ͠Ϛ
χϡΞϧͱͯ͠໌֬ʹ͢Δ͜ͱͰɺ#͞ΜࣄΛ֮͑͘͢ͳΓɺࢦಋऀおޓいͷঢ়گʹԠ
͔͚ͯ͡Λ͘͢͠ͳͬͨɻ

ɹޙ༺ޏ�͕ܦա͢ΔࡏݱϚχϡΞϧΛ׆༻͠ͳͯ͘ॱௐʹ৬ΛߦͰ͖ͯいΔɻ



ɹҎલ๚問ೖཋΛ୲ͯ͠い·͕ͨ͠ɺࠓೖॴͯ͠いΔํʑͷͷճΓͷおੈΛͯ͠い·͢ɻർΕͯਏ͘ͳΔ࣌

͋Γ·͕͢ɺ্ ࢘ ʮ͕ਏい࣌ͯͬݴʯͱৗʑͯͬ͘ݴΕͯいΔͷͰɺ̓ ৺ͯ͠ಇ͘͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ৬ʹཧղͯ͠Βͬ

ͯいΔͱい͏҆৺͕͋ײΓɺʮ͜Μͳ͜ͱΛ૬ஊͯ͠いいͷ͔ͳɻͨͬݴΒͲ͏ࢥわΕΔͩΖ͏ɻʯͱい͏ෆ҆ԕྀͳ͘ɺ

ͱͷ૬ஊ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻͨͬ͜ࠔ

ɹ͜Ε͔Βɺർ࿑ετϨεΛཷΊͳいΑ͏ʹ͠ɺযΒͳいΑ͏ʹྟػԠมʹରԠͰ͖ΔΑ͏ؾΛ͚ͭͳ͕Βɺࣗ ͷͰ

͖Δ͜ͱΛ૿ͯ͠いͬͯɺকདྷతʹέΞϚωʔδϟʔͷ֨ࢿऔಘΛͨ͠ࢦいͱࢥい·͢ɻ·ͨɺোͷ͋Δऀʹཧղ

ͷ͋Δ͑૿͕ۀاɺಇ͖͢いڥʹͳΔ͜ͱΛظ͠·͢ɻ

ɹతোͷ͋Δํɺಛผࢧԉֶߍͷ先ੜ͔Βྀ͕ඞཁͳ߲ࣄʹͭいͯͯ͑ڭΒいɺ

ड͚ೖΕ·ͨ͠ɻ

ɹຊਓͱ͕ࣄϚονϯά͠ɺࠓڥʹೃછΜͰɺࣗ ͷׂΛશ͏ͯ͠い·͢ɻ๏ਓτοϓ

ݱͷཧղ͋ΓɺͯͬࢥいͨҎ্ʹྑいํʹਐΜͰい·͢͠ɺຊਓҰาҰาͯ͠

いΔΑ͏ʹ͡ײ·͢ɻ

ɹਫ਼ਆোͷ͋Δํɺಉ͡Α͏ʹྑいํʹਐΜͰいΔͱࢥい·͢ͷͰɺຊਓͱ৬͕૬ޓ

ཧղΛਂΊΒΕΕɺޏ༻ʹΑΔϝϦοτ͕͞Βʹେ͖͘ͳΔͱࢥい·͢ɻ͠いɺຊਓͷোͷใΛɺͲͷൣғ·Ͱ

ެ։ͨ͠Βいいͷ͔ͱい͏Ͱ͢ɻ౻͋Γ·͕͢ɺ࠷খݶʹͱͲΊɺຊਓͷرʹԊͬͯಇ͖͢いΑ͏ʹͯ͠い·͢ɻ

ɹຊਓͨͪར༻ऀͷํʑͱੵۃతʹؔわΓɺҙΛͬͯࢧԉͯ͘͠ΕͯいΔͷͰɺ৬໌Δ͘ͳͬͨͱ͡ײ·͢ɻ͜

Ε͔Βɺຊਓͨͪͱ૬ஊ͠ͳ͕Βɺ·ͨɺಛผࢧԉֶߍब࿑ࢧԉؔػͱ࿈ܞΛͱΓͳ͕ΒɺҰาҰาযΒͣண࣮ʹऔΓ

ΜͰい͖ͨいͱࢥい·͢ɻ

ɹ$͞ΜʹͭいͯɺҎલ๚問ೖཋհޢͷ୲͕ͩͬͨ૬खํՈ�ਓ�ͰͷࣄʹετϨε͕ੜͨͨ͡
Ίɺࢪઃհޢͷ୲ʹஔ͑Λͨͬߦɻۈؒ࣌࣌����·Ͱʹॖ͠ɺຊਓͷମௐΛʹྀͯ͠いΔɻ

ɹ#͞Μͷ࠾༻ॳɺࢦಋऀ͕ࣔࢦ͔͘ࡉΛͯ͠い͕ͨɺؒ࣌ͷ۠Γ͝ͱʹ৬ΛݻఆԽ͠Ϛ
χϡΞϧͱͯ͠໌֬ʹ͢Δ͜ͱͰɺ#͞ΜࣄΛ֮͑͘͢ͳΓɺࢦಋऀおޓいͷঢ়گʹԠ
͔͚ͯ͡Λ͘͢͠ͳͬͨɻ

ɹޙ༺ޏ�͕ܦա͢ΔࡏݱϚχϡΞϧΛ׆༻͠ͳͯ͘ॱௐʹ৬ΛߦͰ͖ͯいΔɻ



ɹϚϯπʔϚϯࢦಋʹΑΓɺࢦಋऀোͷ͋Δ৬һͷ͕ͪ࣋ؾわ͔ͬͯ͘ΔɻࢦಋΛ
ͲͷΑ͏ʹͯ͠い͚Αい͔Λ͑ߟɺࣗ ͷεΩϧΞοϓΛ࣮͢ײΔ͜ͱͰ͖Δɻ
ɹాத͞Μհޢ৬ͱͯ͠ϑϧλΠϜۈɻϔϧύʔڃ�ͷ֨ࢿΛॴ࣋ɻࡏݱҠհ
ॿͱおΉͭަΛ୲ɻ

ɹ౻ຊ͞Μհิޢॿ৬ͱͯ͠ɺं い͢ͷআɺγʔπަɺࢪઃਗ਼Λ୲ɻ
ɹ࠾༻ॳର໘ܕͷۀΛ୲͢Δͷ͠いঢ়͕ͨͬͩگɺ࣍ୈʹۤखͩͬͨί
ϛϡχέʔγϣϯΛͱΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΓɺ�ޙʹϑϧλΠϜۈͱͳͬͨɻ

खްい৽ਓڭҭɺϚϯπʔϚϯͰࢦಋΛ࣮ࢪ

Λ֦େɺຊਓͷ৬ҬΛ֦େؒ࣌ۈͷशख़ʹ合わせͯۀ



ɹϚϯπʔϚϯࢦಋʹΑΓɺࢦಋऀোͷ͋Δ৬һͷ͕ͪ࣋ؾわ͔ͬͯ͘ΔɻࢦಋΛ
ͲͷΑ͏ʹͯ͠い͚Αい͔Λ͑ߟɺࣗ ͷεΩϧΞοϓΛ࣮͢ײΔ͜ͱͰ͖Δɻ
ɹాத͞Μհޢ৬ͱͯ͠ϑϧλΠϜۈɻϔϧύʔڃ�ͷ֨ࢿΛॴ࣋ɻࡏݱҠհ
ॿͱおΉͭަΛ୲ɻ

ɹ౻ຊ͞Μհิޢॿ৬ͱͯ͠ɺं い͢ͷআɺγʔπަɺࢪઃਗ਼Λ୲ɻ
ɹ࠾༻ॳର໘ܕͷۀΛ୲͢Δͷ͠いঢ়͕ͨͬͩگɺ࣍ୈʹۤखͩͬͨί
ϛϡχέʔγϣϯΛͱΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΓɺ�ޙʹϑϧλΠϜۈͱͳͬͨɻ

खްい৽ਓڭҭɺϚϯπʔϚϯͰࢦಋΛ࣮ࢪ

Λ֦େɺຊਓͷ৬ҬΛ֦େؒ࣌ۈͷशख़ʹ合わせͯۀ



�େࡕతোޏऀ༻ଅਐݐαʔϏεڠۀࣄಉ合	ΤϧɾνϟϨϯδ

ɹࣾձࢱ๏ਓ�େࡕखΛͭͳ͙ҭձɺࣾ ձࢱ๏ਓ�େࢢࡕखΛͭͳ͙ҭձɺࣜגձࣾ�άουΟϧ͔͞いɺࣜג
ձࣾφΠεɺࣾ ձࢱ๏ਓ� ਫ਼ਆোࣾऀձ෮ؼଅਐڠձɺҰൠࣾஂ๏ਓΤϧɾνϟϨϯδΛ合һͱ͢Δোऀͷब
࿑ࢧԉஂମ



�େࡕతোޏऀ༻ଅਐݐαʔϏεڠۀࣄಉ合	ΤϧɾνϟϨϯδ

ɹࣾձࢱ๏ਓ�େࡕखΛͭͳ͙ҭձɺࣾ ձࢱ๏ਓ�େࢢࡕखΛͭͳ͙ҭձɺࣜגձࣾ�άουΟϧ͔͞いɺࣜג
ձࣾφΠεɺࣾ ձࢱ๏ਓ� ਫ਼ਆোࣾऀձ෮ؼଅਐڠձɺҰൠࣾஂ๏ਓΤϧɾνϟϨϯδΛ合һͱ͢Δোऀͷब
࿑ࢧԉஂମ



ߴ��ओͷͨΊͷ2�"ʙʯۀࣄ�ʙ༺ޏऀʮ͡Ίͯͷো<ߟࢀ> ɾྸোɾٻ৬ऀࢧ༺ޏԉޏ��ߏػ༻։ൃਪਐ෦	����




ߴ��ओͷͨΊͷ2�"ʙʯۀࣄ�ʙ༺ޏऀʮ͡Ίͯͷো<ߟࢀ> ɾྸোɾٻ৬ऀࢧ༺ޏԉޏ��ߏػ༻։ൃਪਐ෦	����






　͜͜ͰɺऔࡐΛ行ͬͨऀ͕औࡐΛ௨ͯͨ͜͡͡ײͱɺҹʹͨͬ͜ͱɺτϐοΫͳͲΛ
ิใͱͯ͠·ͱΊ͍ͯ·͢ɻऔࡐରۀاͰҙ͍ࣝͯ͠ͳ͍͜ͱͰ͋ͬͯ ɺऔऀࡐ
͔ΒݟΔͱ༏Εͨऔۀا෩Ͱ͋Δͱͮ͘͜ؾͱ͕͋Γ·͢ɻ֤ ͷϖʔδͰ͑ྫࣄ
͖Εͳ͔ͬͨۀاͷʠʡʠԹʡɺʠۀا෩ʡͳͲΛ͡ײऔͬͯ ͍͚ͨͩΕͱ͍ࢥ·͢ɻ









ɹোޏऀ༻ΛਐΊͯいΔۀاͷଟ͘ͷܦӦऀ͕ɺʮোޏऀ
༻ձࣾશମͷେ͖ͳϝϦοτʹͳΔʯͱͯ͠い·͢ɻ
ɹྫࣄ��ͷ๏ਓͰɺোޏऀ༻ΛਐΊͨ͜ͱͰ৬͕େ෯
গ͠·ͨ͠ɻݮʹ



োऀ৬ۀΧϯηϥー͕ஔ͞Εɺハローワークɺোऀबۀɾੜࢧ׆ԉηϯλーɺප院ɺಛผࢧԉֶ
ͷ下ɺ֤ܞͱͷີͳ࿈ؔػͳͲͷؔߍ 都ಓݝʹ͓͚るத֩తͳ৬ۀϦハϏϦςーγϣϯؔػͱͯ͠
Ҭʹີணͨ͠৬ۀϦハϏϦςーγϣϯαーϏεΛఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢
ɹۀࣄओʹର͢るαーϏεͱ͠ ͯɺোऀͷ৽ޏنೖΕɺࡏ৬ऀͷ৬దԠΩϟϦΞΞοϓɺٳ৬ऀͷ৬
෮ؼͳͲɺোʹ༺ޏऀる༷ʑͳࢧԉΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻোޏऀ༻ͷ૬ஊใఏཁΛ͏ߦ΄͔ɺো
࡞ըʯΛܭԉࢧओۀࣄཧ্ͷ՝Λੳ͠ɺඞཁʹԠ͡ɺʮ༺ޏओͷχーζۀࣄるؔ͢ʹ༺ޏͷऀ
ͯ͠ɺઐతͳॿݴɾԉॿҬͷઐՈΛࢧͨ͠༺׆ԉͳͲΛମܥతʹ͍ߦ·͢ɻ

ɹब৬৬ͷఆணʹͨͬͯɺबۀ໘ʹ͓͚るࢧԉͱ͋ Θͤͯɺੜ׆໘ʹ͓͚るࢧԉΛඞཁͱ͢るো
ऀʹରͯ͠ɺۙͳҬͰɺޏ༻ɺอ݈ɺࢱɺڭҭͳͲͷؔؔػͱͷ࿈ܞΛ͍ߦͳ͕Βɺোऀͷबۀ
͓Αͼ͜Εʹ ͏ৗੜ׆ɺࣾ ձੜ্׆ͷ૬ஊɾࢧԉΛҰମతʹࢧ͏ߦԉؔػͰ͢ɻ

ɹোऀ૯߹ࢧԉ๏ʹͮ͘جোࢱαーϏεͷͻͱͭͰ͢ɻʮब࿑ҠࢧߦԉʯɺҰൠۀاͳͲͷब࿑
Λر͢るਓʹɺҰఆؒظɺब࿑ʹඞཁͳࣝྗͷ্ͷͨΊʹඞཁͳ܇࿅Λ͍ߦ·͢ɻʮब࿑ܧଓࢧ
ԉʯܖ༺ޏΛ݁Ϳ"ܕͱܖ༺ޏΛ݁ͳ͍#͕͋ܕΓɺҰൠۀاͳͲͷब࿑͕ࠔͳਓʹɺಇ͘
Λఏ͠ڙɺࣝٴͼྗͷ্ͷͨΊʹඞཁͳ܇࿅Λ͍ߦ·͢ɻ



ɹোޏऀ༻ʹؔ͢る͕ࣝݧܦ༺ޏͳ͍ ͱ͔͜Βোޏऀ༻ΛͨΊΒͬ ͍ͯるۀࣄॴ͕ɺোऀΛࢼ
ʣ͢༺ޏʢτϥΠΞϧ༺ޏʹతߦ る ͱ͜ʹΑΓɺͦ ͷదੑۀߦՄੑΛۃݟΊɺোऀͱۀࣄओͷ૬
ཧղΛଅਐ͢るޓ ͱ͜ͳͲΛ通ͯ͡ɺোޏऀ༻ʹऔΓΉ͖ͬ ͔͚ͮ Γ͘ΛਐΊるͨΊʹ͏ߦͷͰ͢ɻ

ɹ৬ͰͷదԠʹ՝Λ༗͢るোऀʹରͯ͠ɺ৬దԠԉॿ ʢऀδϣϒίーνʣ͕ ॴΛ๚͠ɺ৬ۀࣄ
Ͱͷ՝Λվળ͠ɺ৬ఆணΛਤるͨΊͷ͖Ί͔ࡉͳਓతࢧԉߦ ͏ͷͰ͢ɻδϣϒίーνʹҬো
ऀ৬ۀηϯλーʹॴଐ͢るஔܕδϣϒίーνͱɺब࿑ࢧԉϊハΛ༗͢るࣾձࢱ๏ਓʹॴଐ͢る๚
ܕδϣϒίーνɺۀࣄओࣗΒஔ͢るࡏۀا੶ܕδϣϒίーν͕͋Γ·͢ɻ
ɹͳ͓ɺ্ ͷ΄͔ɺࣗه ମͷಠࣗͷ੍ͱ࣏͠ ͯཆ͞Εͨδϣϒίーνஔ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

োऀ৬ۀΧϯηϥー͕ஔ͞Εɺハローワークɺোऀबۀɾੜࢧ׆ԉηϯλーɺප院ɺಛผࢧԉֶ
ͷ下ɺ֤ܞͱͷີͳ࿈ؔػͳͲͷؔߍ 都ಓݝʹ͓͚るத֩తͳ৬ۀϦハϏϦςーγϣϯؔػͱͯ͠
Ҭʹີணͨ͠৬ۀϦハϏϦςーγϣϯαーϏεΛఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢
ɹۀࣄओʹର͢るαーϏεͱ͠ ͯɺোऀͷ৽ޏنೖΕɺࡏ৬ऀͷ৬దԠΩϟϦΞΞοϓɺٳ৬ऀͷ৬
෮ؼͳͲɺোʹ༺ޏऀる༷ʑͳࢧԉΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻোޏऀ༻ͷ૬ஊใఏཁΛ͏ߦ΄͔ɺো
࡞ըʯΛܭԉࢧओۀࣄཧ্ͷ՝Λੳ͠ɺඞཁʹԠ͡ɺʮ༺ޏओͷχーζۀࣄるؔ͢ʹ༺ޏͷऀ
ͯ͠ɺઐతͳॿݴɾԉॿҬͷઐՈΛࢧͨ͠༺׆ԉͳͲΛମܥతʹ͍ߦ·͢ɻ

ɹब৬৬ͷఆணʹͨͬͯɺबۀ໘ʹ͓͚るࢧԉͱ͋ Θͤͯɺੜ׆໘ʹ͓͚るࢧԉΛඞཁͱ͢るো
ऀʹରͯ͠ɺۙͳҬͰɺޏ༻ɺอ݈ɺࢱɺڭҭͳͲͷؔؔػͱͷ࿈ܞΛ͍ߦͳ͕Βɺোऀͷबۀ
͓Αͼ͜Εʹ ͏ৗੜ׆ɺࣾ ձੜ্׆ͷ૬ஊɾࢧԉΛҰମతʹࢧ͏ߦԉؔػͰ͢ɻ

ɹোऀ૯߹ࢧԉ๏ʹͮ͘جোࢱαーϏεͷͻͱͭͰ͢ɻʮब࿑ҠࢧߦԉʯɺҰൠۀاͳͲͷब࿑
Λر͢るਓʹɺҰఆؒظɺब࿑ʹඞཁͳࣝྗͷ্ͷͨΊʹඞཁͳ܇࿅Λ͍ߦ·͢ɻʮब࿑ܧଓࢧ
ԉʯܖ༺ޏΛ݁Ϳ"ܕͱܖ༺ޏΛ݁ͳ͍#͕͋ܕΓɺҰൠۀاͳͲͷब࿑͕ࠔͳਓʹɺಇ͘
Λఏ͠ڙɺࣝٴͼྗͷ্ͷͨΊʹඞཁͳ܇࿅Λ͍ߦ·͢ɻ



͓い߹Θͤઌ ⾣ ಓࢧݝ෦ߴ ɾྸো者ۀ՝ʢ1���ʣ˞ ౦͓ژよͼେࡕߴ ɾྸো者૭ޱαʔϏε՝

▶障害者ޏ༻ௐۚͷ支څ
ৗ用雇用労働者の૯数が ���人を超えており、雇用障害者数が๏定
雇用障害者数を超えている事業主に対し、ਃにͮجき支څ
………………………………………………………………………………

▶ใۚͷ支څ
ৗ用雇用労働者の૯数が���人ҎԼで、雇用障害者数が一定数を超
えている事業主に対し、ਃにͮجき支څ
………………………………………………………………………………

څब業障害者ಛྫௐۚͷ支ࡏ▶
事業主に対し、支っࠂ事をൃしたೲ付ۚਃ就業障害者にࡏ
た業の対Ձに応じたֹを、ਃにͮجき支څ

………………………………………………………………………………
څब業障害者ಛྫใۚͷ支ࡏ▶
事をൃしたใۚਃ対象事業主に対し、支就業障害者にࡏ
った業の対Ձに応じたֹを、ਃにͮجき支څ
………………………………………………………………………………

▶ಛྫڅۚͷ支څ
ि 間Ҏ্࣌�� 、間ະຬで働く障害者を雇用する事業主に対し࣌��
事業主の۠分とि �� 、間Ҏ্で働く雇用障害者数に応じたֹを࣌
ਃにͮجき支څ………………………………………………………………………………

▶֤छॿۚͷ支څ
障害者を雇い入れたり、雇用を継続するために職場ڥの整備等を
行う事業主に対し、ਃにͮجき費用の一部を助成

独立行政法人
高齢・障害・求職者
雇用支援機構

１人当たり月額
50,000円

ৗ༻ޏ༻࿑ಇ者ͷ૯͕
1��ਓΛ͑Δࣄ業ओɺ

障害者雇用納付金の徴収

˔ ຖɺೲۚͷਃ͕ࠂඞཁ
˔ ๏ఆޏ༻Λୡ͠ていΔ合

ਃ͕ࠂඞཁ
˔ ๏ఆޏ༻障害者ΛԼճͬていΔ

合ɺਃࠂͱͱにೲۚͷೲ
͕ඞཁ

ௐۚ

ೲۚ

ɿޏ༻͍ͯ͠Δମɺతɺਫ਼ਆোऀͷ　

ʙৗ༻ޏ༻࿑ಇ者ͷ૯͕ 1�� ਓΛ͑Δࣄ業ओʙ



障害者を労働者として雇い入れるか継続して雇用している事業主が、その障害者が
障害を克服し、作業を容易に行うことができるよう配慮された作業施設、就労を容
易にするために配慮されたトイレ、スロープ等の付帯施設もしくは作業を容易にす
るために配慮された作業設備の設置または整備を行う場合に、その費用を一部助
成するものです。なお、対象となる障害者が雇用され、または職場復帰もしくは人事
異動等から６か月を超える期間が経過しており、作業施設等の設置または整備を行
う十分な必要性がないと判断される場合は、助成対象とはなりません。

障害者を労働者として継続して雇用している事業主または事業主が加入している
事業主の団体が、障害者である労働者の福祉の増進を図るため、障害者が利用で
きるよう配慮された休憩室等の福祉施設の設置または整備を行う場合に、その費
用の一部を助成するものです。

障害者を労働者として雇い入れるか継続して雇用している事業主が、障害の特性に
応じた適切な雇用管理のために必要な介助等の措置を行う場合に、その費用の一
部を助成するものです。

職場適応に課題を抱える障害者に対して、職場適応援助者による支援を行う場合
に、その費用の一部を助成するものです。

重度身体障害者、知的障害者、精神障害者または通勤が特に困難と認められる身
体障害者を労働者として雇い入れるまたは継続して雇用する事業主、またはこれら
の重度障害者等を雇用している事業主を構成員とする事業主の団体が、これらの
障害者の障害の特性に応じた通勤を容易にするための措置を行う場合に、その費
用の一部を助成するものです。なお、対象となる障害者が雇用されて６か月を超え
る期間が経過しており、その通勤を改めて容易にする必要がないと判断される場合
は、中途障害者となった場合または障害の重度化が認められる場合もしくは人事異
動等を除き、助成対象とはなりません。

重度身体障害者、知的障害者または精神障害者を労働者として多数継続して雇用
し、かつ、安定した雇用を継続することができると認められる事業主で、これらの障
害者のために事業施設等の整備を行い、モデル性が認められる場合に、その費用の
一部を助成するものです。

職దԠԉॿ者ॿۚ

ॿۚͷରඅ༻ɺॿɺݶֹɺखଓ͖ͷৄࡉߏػϗーϜϖーδͰ͝հ͠てい·͢ɻ
IUUQT���XXX.KFFE.HP.KQ�EJTBCJMJUZ�TVCTJEZ�

お問い合わせ先 ▶ 都道府県支部高齢・障害者業務課（P.55） ※౦ژおΑͼେࡕ高齢・障害者૭ޱαーϏε課

　োޏऀ༻ೲ੍ۚʹͮ͘جॿ成ۚɺۀࣄओ͕োऀͷޏ༻ʹ͋ͨͬͯɺࢪઃɾઃඋͷඋదͳ༺ޏཧΛਤ
ΔͨΊͷಛผͳાஔΛ行Θͳ͚Εɺোऀͷ৽ޏنೖΕޏ༻ͷܧଓ͕ࠔͰ͋ΔͱೝΊΒΕΔ߹ʹɺ͜ ΕΒͷۀࣄओ
ʹରͯ͠༧ࢉͷൣғͰॿ成ۚΛ͢څࢧΔ͜ͱʹΑΓɺͦ ͷҰ࣌తͳࡁܦతෛ୲Λܰ͠ݮɺোऀͷޏ༻ͷଅਐޏ༻ͷ
ଓΛਤΔ͜ͱΛతͱ͢ΔͷͰ͢ɻܧ



　ମোऀɺతোऀ·ͨਫ਼ਆোऀͳͲͷब৬͕ಛʹࠔͳํΛϋϩʔϫʔΫͳͲͷհʹΑΓܧଓͯ͠ޏ༻͢Δ࿑ಇ
ऀͱͯ͠৽ͨʹ͍ޏೖΕͨۀࣄओʹରͯ͠ɺͦ ͷۚͷҰ෦ʹ૬͢ΔֹΛҰఆؒظॿ成͢Δ͜ͱʹΑΓɺ͜ ΕΒͷํͷػ༺ޏ
ձͷ૿େΛਤΔͷͰ͢ɻ

˗ ओͳडڅཁ件 
　ड͢څΔͨΊʹɺ࣍ͷཁ݅ͷ͍ͣΕຬͨ͢͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ
　·ͨɺ͜ͷ΄͔ʹɺؔ༺ޏॿ成ۚڞ௨ͷཁ݅ͳͲ͍͔ͭ͘ͷڅࢧཁ͕݅͋Γ·͢ͷͰɺৄ͘͠ʮ͓͍߹Θͤ
ઌʯ·Ͱ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

［１］ϋϩʔϫʔΫ·ͨຽؒͷ৬ۀհऀۀࣄͷհʹΑΓ͍ޏೖΕΔ͜ͱɻ
Δ͜ͱʢ˞ʣ͕࣮֬Ͱ͋ΔͱೝΊΒΕΔ͜ͱɻ͢༺ޏଓͯ͠ܧೖΕɺ͍ޏͱͯ͠ऀݥҰൠඃอݥอ༺ޏ［２］
����˞�ର࿑ಇऀͷ年ྸ͕ࡀ��Ҏ্ʹୡ͢Δ·Ͱܧଓͯ͠ޏ༻͠ɺ͔ͭɺ֘ܧ͕ؒظ༺ޏଓͯ̎͠年Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ
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˗ ओͳडڅཁ件 

　発ୡোऀ·ͨපऀױΛϋϩʔϫʔΫͳͲͷհʹΑΓ৽ͨʹ͍ޏೖΕͨۀࣄओʹରͯ͠ॿ成͢ΔͷͰ͋Γɺ発ୡো
පऀױͷޏ༻Λଅਐ͠ɺ৬ۀੜ্׆ͷ՝ΛѲ͢Δ͜ͱΛతͱ͍ͯ͠·͢ɻ
ೖΕ͔Β̒ޏΛ͍͖ͨͩ·͢ɻ·ͨɺࠂʹ͍ͭͯใ߲ࣄೖΕͨऀʹର͢Δྀ͍ޏओʹɺۀࣄ　 ͔月ޙʹϋϩʔϫʔΫ
৬һ͕৬๚Λ行͍·͢ɻ

˞̎�͜͜Ͱ͍͏ʮؒ࣌࿑ಇऀʯͱɺ1िؒͷॴఆ࿑ಇؒ࣌�0͕ؒ࣌Ҏ্30ؒ࣌ະຬͷऀΛ͍͍·͢ɻ
˞̏�͜͜Ͱ͍͏ʮதখۀاͷൣғʯԼදͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

　ಛఆब৬ࠔऀίʔεʢ̿ ��ʣͱಉ༷Ͱ͢ɻͨ ͩ͠ɺର࿑ಇऀͷޏ༻ͷঢ়گͦͷ༺ޏཧʹؔ͢Δ߲ࣄʹ͍ͭͯɺใࠂ
ॻʹΑΓڅࢧਃʹ͋Θͤͯͷ࿑ಇہʹใ͢ࠂΔ͜ͱΛཁ݅ͱ͍ͯ͠·͢ɻ

৬ऀͰ͢ɻٻͷ<�>ʙ<�>ͷͯ͢ʹ֘͢Δ࣍
<�> োऀखாΛॴ͍ͯ࣋͠ͳ͍ํͰ͋ͬͯɺ発ୡো·ͨපͷ͋Δํ
˞1�োޏऀ༻ଅਐ๏第�第�߸ʹنఆ͢Δମোऀɺಉ第�߸ʹنఆ͢Δతোऀ·ͨಉ第�߸ʹنఆ͢Δਫ਼ਆোऀ
Ͱ͋Δऀআ͖·͢ɻ

ᶃ�発ୡোࢧऀԉ๏第�ʹنఆ͢Δ発ୡোऀ
ᶄ�োऀ૯߹ࢧԉ๏ࢪ行令第１ʹ͖ͮجɺްੜ࿑ಇେਉ͕ఆΊΔಛघͷ࣬පʢපʣʹ͔͔͍ͬͯΔऀ
<�> ϋϩʔϫʔΫͷհΛड͚ͨʹࣦۀͳͲͷঢ়ଶʹ͋Δ ʢऀޏ༻อݥඃอऀݥͰͳ͍ऀͳͲʣ
<3> ະຬͰ͋Δऀࡀ��ຬ͍͓ͯʹࡏݱೖΕޏ

　ମোऀɺతোऀ·ͨਫ਼ਆোऀͳͲͷब৬͕ಛʹࠔͳํΛϋϩʔϫʔΫͳͲͷհʹΑΓܧଓͯ͠ޏ༻͢Δ࿑ಇ
ऀͱͯ͠৽ͨʹ͍ޏೖΕͨۀࣄओʹରͯ͠ɺͦ ͷۚͷҰ෦ʹ૬͢ΔֹΛҰఆؒظॿ成͢Δ͜ͱʹΑΓɺ͜ ΕΒͷํͷػ༺ޏ
ձͷ૿େΛਤΔͷͰ͢ɻ

˗ ओͳडڅཁ件 
　ड͢څΔͨΊʹɺ࣍ͷཁ݅ͷ͍ͣΕຬͨ͢͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ
　·ͨɺ͜ͷ΄͔ʹɺؔ༺ޏॿ成ۚڞ௨ͷཁ݅ͳͲ͍͔ͭ͘ͷڅࢧཁ͕݅͋Γ·͢ͷͰɺৄ͘͠ʮ͓͍߹Θͤ
ઌʯ·Ͱ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

［１］ϋϩʔϫʔΫ·ͨຽؒͷ৬ۀհऀۀࣄͷհʹΑΓ͍ޏೖΕΔ͜ͱɻ
Δ͜ͱʢ˞ʣ͕࣮֬Ͱ͋ΔͱೝΊΒΕΔ͜ͱɻ͢༺ޏଓͯ͠ܧೖΕɺ͍ޏͱͯ͠ऀݥҰൠඃอݥอ༺ޏ［２］
����˞�ର࿑ಇऀͷ年ྸ͕ࡀ��Ҏ্ʹୡ͢Δ·Ͱܧଓͯ͠ޏ༻͠ɺ͔ͭɺ֘ܧ͕ؒظ༺ޏଓͯ̎͠年Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ



˞ର࿑ಇऀ͕ਫ਼ਆোऀͷ合ɺ݄ େ�ສԁΛ�͔݄ɺ݄࠷ֹ େ�ສԁΛ�͔࠷ֹ ʢ݄࠷�͔݄ʣ
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［１］ϋϩʔϫʔΫ·ͨຽؒͷ৬ۀհऀۀࣄͷհʹΑΓ͍ޏೖΕΔ͜ͱ
Λ͢Δ͜ͱ༺ޏτϥΠΞϧऀଇ3͔月ؒͷোݪ［２］
［3］োऀτϥΠΞϧޏ༻ͷؒظʹ͍ͭͯɺޏ༻อݥඃอ֨ࢿऀݥऔಘͷಧग़Λ行͏͜ͱ
˞�͜ͷଞʹɺؔ༺ޏॿ成ۚڞ௨ͷཁ͍͔݅ͭ͘ͷڅࢧཁ͕݅͋Γ·͢ͷͰɺৄ ͘͠ʮ͓͍߹Θͤઌʯ·Ͱ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

次の［１］と［２］の両方に該当する者であること
τϥΠऀΛཧղ্ͨ͠Ͱɺো੍༺ޏτϥΠΞϧऀ͍ͯ͠ΔऀͰ͋ͬͯɺোرೖΕΛޏΔ࿑ಇऀͱͯ͠ͷ͢༺ޏଓܧ［１］

Ξϧޏ༻ʹΑΔޏೖΕʹ͍ͭͯر͍ͯ͠Δऀ
［２］োޏऀ༻ଅਐ๏ʹنఆ͢Δোऀͷ͏ͪɺ࣍ͷΞʙΧͷ͍ͣΕ͔ʹ֘͢Δऀ

対象労働者を次の［１］と［２］の条件によって雇い入れること
［１］ϋϩʔϫʔΫ·ͨຽؒͷ৬ۀհऀۀࣄͷհʹΑΓ͍ޏೖΕΔ͜ͱ
［２］3͔月͔Β1�͔月ؒͷؒ࣌τϥΠΞϧޏ༻Λ͢Δ͜ͱ



　৬ͰͷదԠʹ՝Λ༗͢Δোऀʹରͯ͠ɺ৬దԠԉॿ ʢऀδϣϒίʔνʣ͕ ॴΛ๚͠ɺ৬Ͱͷ՝Λվળ͠ɺۀࣄ
৬ఆணΛਤΔͨΊͷ͖Ί͔ࡉͳਓతࢧԉΛ行͍·͢ɻ
ෆ҆ετϨεΛ๊͍͑͢ਫ਼ਆোऀͷํʑʹରͯ͠ɺۀ࡞行ͷࢧԉ͚ͩͰͳ͘ɺ૬ஊΛத৺ͱͨ͠৬Ͱ

ͷίϛϡχέʔγϣϯʹؔ͢Δࢧԉɺෆ҆ۓுɾετϨεͷܰݮͷࢧԉΛ行͍·͢ɻ
·ͨɺ৬ͷ্࢘ɺಉ྅ʹରͯ͠ɺຊਓͷಛੑΛ౿·͑ͨؔΘΓํɺ৬༰ɾ৬ڥͷௐͷॿݴΛ行͍·͢ɻ
　͜ΕΒʹΑΓɺۀࣄॴͷ্࢘ಉ྅ʹΑΔࢧԉʢφνϡϥϧαϙʔτʣʹ εϜʔζʹҠ行͍ͯ͘͜͠ͱΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

োऀΛޏ༻͢Δޏʹۀا༻͞ΕΔδϣϒίʔνͰ͢ɻʢಠߴʣ ɾྸোɾٻ৬ऀࢧ༺ޏԉ͢ࢪ࣮͕ߏػΔࡏۀا੶ܕ৬దԠԉॿऀ
ཆ成ݚमຢްੜ࿑ಇେਉ͕ఆΊΔݚमΛमྃͨ͠ऀ͕୲͠·͢ɻͳ͓ɺδϣϒίʔν͕ࡏ੶͢Δۀࣄॴʹରͯ͠ɺδϣϒίʔνͷ
අͷҰ෦Λॿ成͢Δ੍͕͋Γ·͢ɻܦಈ׆

ɾۀ࡞行ྗͷࢧ͚ͨʹ্ԉ
ɾ৬ͷίϛϡχέʔγϣϯʹؔ͢Δࢧԉ
ɾ݈ ԉࢧஙͷߏϦζϜͷ׆ཧɾੜ߁

お問い合わせ先▶ 地域障害者職業センター（P.54）（※1について） 都道府県支部高齢・障害者業務課（P.55） （※2について）

োऀͷब࿑ࢧԉΛ行͏ࣾձࢱ๏ਓͳͲʹॴଐ͢ΔδϣϒίʔνͰ͢ɻʢಠߴʣ ɾྸোɾٻ৬ऀࢧ༺ޏԉ͢ࢪ࣮͕ߏػΔ๚ܕ
৬దԠԉॿऀཆ成ݚमຢްੜ࿑ಇେਉ͕ఆΊΔݚमΛमྃͨ͠ऀͰ͋ͬͯɺඞཁͳ૬ఔͷݧܦͱྗΛ༗͢Δऀ͕୲
͠·͢ɻͳ͓ɺδϣϒίʔν͕ࡏ੶͢Δۀࣄॴʹɺδϣϒίʔνͷ׆ಈܦඅͷҰ෦Λॿ成͢Δ੍͕͋Γ·͢ɻ

˞ର࿑ಇऀ͕ਫ਼ਆোऀͷ合ɺ݄ େ�ສԁΛ�͔݄ɺ݄࠷ֹ େ�ສԁΛ�͔࠷ֹ ʢ݄࠷�͔݄ʣ
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［１］ϋϩʔϫʔΫ·ͨຽؒͷ৬ۀհऀۀࣄͷհʹΑΓ͍ޏೖΕΔ͜ͱ
Λ͢Δ͜ͱ༺ޏτϥΠΞϧऀଇ3͔月ؒͷোݪ［２］
［3］োऀτϥΠΞϧޏ༻ͷؒظʹ͍ͭͯɺޏ༻อݥඃอ֨ࢿऀݥऔಘͷಧग़Λ行͏͜ͱ
˞�͜ͷଞʹɺؔ༺ޏॿ成ۚڞ௨ͷཁ͍͔݅ͭ͘ͷڅࢧཁ͕݅͋Γ·͢ͷͰɺৄ ͘͠ʮ͓͍߹Θͤઌʯ·Ͱ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

次の［１］と［２］の両方に該当する者であること
τϥΠऀΛཧղ্ͨ͠Ͱɺো੍༺ޏτϥΠΞϧऀ͍ͯ͠ΔऀͰ͋ͬͯɺোرೖΕΛޏΔ࿑ಇऀͱͯ͠ͷ͢༺ޏଓܧ［１］

Ξϧޏ༻ʹΑΔޏೖΕʹ͍ͭͯر͍ͯ͠Δऀ
［２］োޏऀ༻ଅਐ๏ʹنఆ͢Δোऀͷ͏ͪɺ࣍ͷΞʙΧͷ͍ͣΕ͔ʹ֘͢Δऀ

対象労働者を次の［１］と［２］の条件によって雇い入れること
［１］ϋϩʔϫʔΫ·ͨຽؒͷ৬ۀհऀۀࣄͷհʹΑΓ͍ޏೖΕΔ͜ͱ
［２］3͔月͔Β1�͔月ؒͷؒ࣌τϥΠΞϧޏ༻Λ͢Δ͜ͱ



　োऀΛޏ༻͢Δ্Ͱॏཁͳ͜ͱɺ࠾༻ର
ͱͳΔোऀʹඞཁͳྀ߲ࣄΛ֬ೝ͢Δ
͜ͱͰ͢ɻ
　োۀ͕ऀΛ行͢Δ্Ͱඞཁͳྀࣄ
Մͳڙͱͬͯड͚ೖΕఏʹۀا༺࠾͕߲
༰Ͱ͋Εɺऀࣄͷब࿑ྗΛ֬ೝ͢Δε
ςοϓʹਐΈɺ࠾༻ରͱͯ͠ݕ౼͢Δ͜ͱͱ
ͳΓ·͢ɻ
ଅਐ๏ͷվਖ਼ʢ平成༺ޏऀओʹɺোۀࣄ　
̎̔ 年４月͔Βࢪ行ʣʹ ΑΓޏ༻͢Δোऀʹର
͢Δ߹ཧతྀͷఏڙΛ๏తٛͱͯ͠՝͞
Ε͍ͯ·͢ɻྀ߲ࣄͷ֬ೝΛᐆດʹͨ͠··
ब࿑ྗͷ໘Ͱͳ͍ͱͯ͠࠾༻ͨ͠
ͷͷɺޙ༺࠾ʹຊਓ͕ٻΊΔྀΛఏڙͰ͖ͳ
Λ͚Δඞཁ͕ؾଶʹؕΔ͜ͱ͕ͳ͍Α͏ࣄ͍
͋Γ·͢ɻ
　·ͨɺޙ༺࠾ʹোͷঢ়͕گมԽ͢Δ͜ͱ
ɺ৽ͨͳब࿑ࢧԉثػͷ։発ɺଞͷোऀ
ͷରԠͳͲͰߟࢀʹͳΔྫࣄΛԠ༻Ͱ͖Δ
߹গͳ͋͘Γ·ͤΜɻ
　ো͕ऀಇ͖͍͢ڥΛඋ͠ɺ͏ͪ࣋Δ
ྗΛ発͍ͩͨͯ͘͜͠شͱɺোٴऀͼۀࣄ
ओͷํʹͱͬͯͱͯେͳ͜ͱͰ͢ɻ࠾༻
ஈ֊Ͱͷྀ߲ࣄͷ֬ೝʹཹ·Βͣɺޙ༺࠾
ఆظతʹোऀʹର͢ΔώΞϦϯάΛ࣮͠ࢪɺ
ͦͷ࣌Ͱྑ࠷ͷྀΛఏڙͰ͖ΔΑ͏ʹا
औΓΉ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ͕ۀ

　ʮোऀΛޏ༻͢Δͱबنۀଇͷม͕ߋඞཁ
ʹͳΔͷͰʁʯͱ͓ΈʹͳΔۀࣄओ͍Βͬ
͠ΌΔ͔͠Ε·ͤΜ͕ɺඞͣ͠बنۀଇΛม
Δඞཁ͋Γ·ͤΜɻ͢ߋ
　োऀͷޏ༻ʹͨͬͯɺݸผʹྀͯ͠ۈ
ؒ࣌ɺؒ࣌ܜٳɺٳՋɺۈॴɺհॿऀஔ
ͰबنۀଇͱҟͳΔ࿑ಇ݅Λఏࣔ͠औΓܾ
ΊΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ͜ ΕΒͷ࿑ಇ݅มޏ͕ߋ
༻͢ΔোऀʹརӹΛͨΒ͢ͷͰɺबنۀ
ଇ্ͷ࿑ಇ݅ΛԼճΔͷͰͳ͘ɺ·ͨɺෆ
རӹͳ࿑ಇ݅มߋʹ֘͠ͳ͍߹ʹɺ
ॻ࿑ಇ݅௨ॻͰ֘͢Δܖ༺ޏผͷݸ
࿑ಇ݅ͷมߋ༰Λ͠ࡌهɺͦ ͷଞ݅ब
ଇʹै͏ͱ͢Ε発ੜ͠·ͤΜɻنۀ
　࿑ಇ݅௨ॻͷ࡞成ʹͨͬͯɺ߲࣍ʹ
Ϟσϧ༷ͨ͠ࡌܝ ʢࣜҰൠ࿑ಇऀ༻ɿৗ༻ɺ༗ظ
র͍ͩ͘͞ɻްࢀʣΛ͝ܕ༺ޏ ੜ࿑ಇলͷϗʔ
Ϝϖʔδ͔Βμϯϩʔυ͢Δ͜ͱՄͰ͢ɻ

　ͳ͓ɺ྆ ऀͰ߹ҙ͠ ʮͨۀࣄओ͕ఏ͢ڙΔ
Ͱ͖ͳ͍ࡌهॻͰܖ༺ޏʯͷ͏ͪɺ߲ࣄྀ
༰ʹ͍ͭͯผ్ॻ໘Ͱ֬ೝ͢Δํ๏͋
Γ·͢ɻ

採用に当たって大切なのは、
必要な配慮事項の確認

就業規則の変更は必ずしも
必要というわけではありません
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　લड़ͨ͠Α͏ʹɺোऀΛޏ༻͢Δࡍʹɺ
ॻܖผݸͰͳ͘ߋଇͷมنۀຊతʹबج
࿑ಇ݅௨ॻΛऔΓަΘ͢͜ͱͰਐΊΔ͜ͱ
͕Ͱ͖·͕͢ɺଟͷোऀΛޏ༻͢Δ߹ʹ
बنۀଇͷվਖ਼Λݕ౼͢Δ͜ͱՁ͕͋Γ
·͢ɻ
ۀΛଞͷैऀੜࣾձͷཧ೦ʹԊͬͯɺোڞ　
һͱಉ͡Α͏ʹड͚ೖΕΔԆઢ্Ͱɺোऀ
ͷྀ߲ࣄΛଞͷैۀһʹద༻͠࿑ಇ݅໘
Ͱ৬શମͷվળʹͭͳ͕Δͱ͍͏߹ʹɺ
ଇࣗମͷվਖ਼͕نۀһશһʹద༻͞ΕΔबۀै
ͱ͍͑ΔͰ͠ΐ͏ɻ͍͠·

　োऀΛޏ༻͢Δʹ͋ͨΓ۩ମతͳ࿑ಇ݅
ͷઃఆबنۀଇͷมߋͰٙ՝͕
ੜ͍ͯ͡Δ߹ʹɺʢಠߴʣ ɾྸোɾٻ৬ऀޏ
ใηϯλʔΛ͝༺ޏऀͷதԝোߏػԉࢧ༺
ݧܦΔ๛ͳؔ͢ʹ༺ޏऀɻো͍ͩ͘͞༺׆
ࣝΛ༗͢ΔઐՈ͕֤ۀࣄओͷݸผ૬ஊʹ
Ԡ͍ͯ͡·͢ɻ

ͦΕでも就業規則Λվਖ਼した
ํ͕ྑい߹

syougai-soudan@jeed.go.jp

தԝোޏऀ用ใηϯλʔの
用Λ׆

　োऀΛޏ༻͢Δ্Ͱॏཁͳ͜ͱɺ࠾༻ର
ͱͳΔোऀʹඞཁͳྀ߲ࣄΛ֬ೝ͢Δ
͜ͱͰ͢ɻ
　োۀ͕ऀΛ行͢Δ্Ͱඞཁͳྀࣄ
Մͳڙͱͬͯड͚ೖΕఏʹۀا༺࠾͕߲
༰Ͱ͋Εɺऀࣄͷब࿑ྗΛ֬ೝ͢Δε
ςοϓʹਐΈɺ࠾༻ରͱͯ͠ݕ౼͢Δ͜ͱͱ
ͳΓ·͢ɻ
ଅਐ๏ͷվਖ਼ʢ平成༺ޏऀओʹɺোۀࣄ　
̎̔ 年４月͔Βࢪ行ʣʹ ΑΓޏ༻͢Δোऀʹର
͢Δ߹ཧతྀͷఏڙΛ๏తٛͱͯ͠՝͞
Ε͍ͯ·͢ɻྀ߲ࣄͷ֬ೝΛᐆດʹͨ͠··
ब࿑ྗͷ໘Ͱͳ͍ͱͯ͠࠾༻ͨ͠
ͷͷɺޙ༺࠾ʹຊਓ͕ٻΊΔྀΛఏڙͰ͖ͳ
Λ͚Δඞཁ͕ؾଶʹؕΔ͜ͱ͕ͳ͍Α͏ࣄ͍
͋Γ·͢ɻ
　·ͨɺޙ༺࠾ʹোͷঢ়͕گมԽ͢Δ͜ͱ
ɺ৽ͨͳब࿑ࢧԉثػͷ։発ɺଞͷোऀ
ͷରԠͳͲͰߟࢀʹͳΔྫࣄΛԠ༻Ͱ͖Δ
߹গͳ͋͘Γ·ͤΜɻ
　ো͕ऀಇ͖͍͢ڥΛඋ͠ɺ͏ͪ࣋Δ
ྗΛ発͍ͩͨͯ͘͜͠شͱɺোٴऀͼۀࣄ
ओͷํʹͱͬͯͱͯେͳ͜ͱͰ͢ɻ࠾༻
ஈ֊Ͱͷྀ߲ࣄͷ֬ೝʹཹ·Βͣɺޙ༺࠾
ఆظతʹোऀʹର͢ΔώΞϦϯάΛ࣮͠ࢪɺ
ͦͷ࣌Ͱྑ࠷ͷྀΛఏڙͰ͖ΔΑ͏ʹا
औΓΉ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ͕ۀ

　ʮোऀΛޏ༻͢Δͱबنۀଇͷม͕ߋඞཁ
ʹͳΔͷͰʁʯͱ͓ΈʹͳΔۀࣄओ͍Βͬ
͠ΌΔ͔͠Ε·ͤΜ͕ɺඞͣ͠बنۀଇΛม
Δඞཁ͋Γ·ͤΜɻ͢ߋ
　োऀͷޏ༻ʹͨͬͯɺݸผʹྀͯ͠ۈ
ؒ࣌ɺؒ࣌ܜٳɺٳՋɺۈॴɺհॿऀஔ
ͰबنۀଇͱҟͳΔ࿑ಇ݅Λఏࣔ͠औΓܾ
ΊΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ͜ ΕΒͷ࿑ಇ݅มޏ͕ߋ
༻͢ΔোऀʹརӹΛͨΒ͢ͷͰɺबنۀ
ଇ্ͷ࿑ಇ݅ΛԼճΔͷͰͳ͘ɺ·ͨɺෆ
རӹͳ࿑ಇ݅มߋʹ֘͠ͳ͍߹ʹɺ
ॻ࿑ಇ݅௨ॻͰ֘͢Δܖ༺ޏผͷݸ
࿑ಇ݅ͷมߋ༰Λ͠ࡌهɺͦ ͷଞ݅ब
ଇʹै͏ͱ͢Ε発ੜ͠·ͤΜɻنۀ
　࿑ಇ݅௨ॻͷ࡞成ʹͨͬͯɺ߲࣍ʹ
Ϟσϧ༷ͨ͠ࡌܝ ʢࣜҰൠ࿑ಇऀ༻ɿৗ༻ɺ༗ظ
র͍ͩ͘͞ɻްࢀʣΛ͝ܕ༺ޏ ੜ࿑ಇলͷϗʔ
Ϝϖʔδ͔Βμϯϩʔυ͢Δ͜ͱՄͰ͢ɻ

　ͳ͓ɺ྆ ऀͰ߹ҙ͠ ʮͨۀࣄओ͕ఏ͢ڙΔ
Ͱ͖ͳ͍ࡌهॻͰܖ༺ޏʯͷ͏ͪɺ߲ࣄྀ
༰ʹ͍ͭͯผ్ॻ໘Ͱ֬ೝ͢Δํ๏͋
Γ·͢ɻ
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前橋市天川大島町130-1 ハローワーク前橋3階

千葉市美浜区幸町1-1-3 ハローワーク千葉4階

津市島崎町327-1 ハローワーク津3階

京都市下京区西洞院通塩小路下る東油小路町803 ハローワーク京都七条5階

神戸市灘区大内通5-2-2 ハローワーク灘3階

広島市中区東白島町14-15 NTTクレド白島ビル12階730-0004

徳島市出来島本町1-5 ハローワーク徳島4階

熊本市中央区大江6-1-38 ハローワーク熊本4階

082-502-4795 082-211-4070

障害者職業カウンセラーが配置され、公共職業安定所（ハローワーク）、障害者就業・生活支援センター、病院、特別支援学校等の関係
機関との密接な連携の下、各都道府県における中核的な職業リハビリテーション機関として、地域に密着した職業リハビリテーション
を実施しています。

名古屋市中区錦1-10-1 MIテラス名古屋伏見5階

旭川市四条通8丁目右1号 LEE旭川ビル5階



障害者職業カウンセラーおΑͼ職業܇࿅ࢦಋһが配置され、ҩྍリハビリテーションとの連携をਤΓながΒ、職業ධՁ、職業ࢦಋ、
職業܇࿅等をҰ؏したମܥの中Ͱ実施しています。

市఼町433ɹಸྑ職業ྗ։ൃଅਐセンター内634-0033ݪ־ 0744-22-5232

障害者のޏ༻に関する૬ஊ・援ॿ、障害者ޏ༻ೲ੍ۚにͮج ਃ͘ࠂ・ਃのड、ൃܒ等の業を実施している΄͔ߴ、 ྸ者
等のޏ༻に関する૬ஊ・援ॿ、各छڅۚのਃのड等を実施しています。

0744-22-5234

0766-26-8022

06-7664-0722 06-7664-0364

前橋市天川大島町130-1 ハローワーク前橋3階

千葉市美浜区幸町1-1-3 ハローワーク千葉4階

津市島崎町327-1 ハローワーク津3階

京都市下京区西洞院通塩小路下る東油小路町803 ハローワーク京都七条5階

神戸市灘区大内通5-2-2 ハローワーク灘3階

広島市中区東白島町14-15 NTTクレド白島ビル12階730-0004

徳島市出来島本町1-5 ハローワーク徳島4階

熊本市中央区大江6-1-38 ハローワーク熊本4階

082-502-4795 082-211-4070

障害者職業カウンセラーが配置され、公共職業安定所（ハローワーク）、障害者就業・生活支援センター、病院、特別支援学校等の関係
機関との密接な連携の下、各都道府県における中核的な職業リハビリテーション機関として、地域に密着した職業リハビリテーション
を実施しています。

名古屋市中区錦1-10-1 MIテラス名古屋伏見5階

旭川市四条通8丁目右1号 LEE旭川ビル5階
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高齢・障害・求職者雇用支援機構
Japan Organization for Employment of the Elderly, Persons with Disabilities and Job Seekers
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